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網代地草鳥鏡(実物大)

直径9.3 cm， 厚1 mmの白銅製の凸面鏡で，

裏面の文様は三角形に区画され， 外に三種の

網代文を内に一本の草本と二羽の鳥を配して

いる。 それは垣根内の庭に遊ぶ鳥と草木を表
現しでいょうか。
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序

近年、 社会の急激な変化によって開発事業がさかんに行なわれておりますが、

一方祖先が残した貴重な文化財が破壊され、 失われることは誠に残念なことであ

ります。 永い歴史に埋もれた先人の文化を知り、 これからの文化の創造に役立て

ることはもちろん、 これを大切に保存して後世に伝えることは、 私達に課せられ

た大きな責務であると思います。

今回、 長野市の北部に位置する浅川西条地区に長野県住宅供給公社が住宅団地

を造成するにあたり、 分布調査を実施した結果、 ここが遺跡地であることがわか

り、 長野県住宅供給公社の御協力により長野市教育委員会が調査発掘をいたした

次第であります。 規模が25，OOOn{もありましたので、 相当の日数と費用を要しま

したがここに所期の目的を達することができましたことは、 調査団長 米山一政

氏、 調査主任 小林竿その他諸氏の献身的努力の賜と衷心から敬意と感謝を申し

上げます。

終りに埋蔵文化財に対する住民の理解を深める一助に本調査報告書がなります

ことを祈念いたしますとともに、 本調査に御協力くださった地域の皆さん及び関

係の皆さんに対しまして厚くお礼申し上げます。

昭和51年3月

長野市教育委員会

教育長 中 村 博 一



例 言

1 本書は昭和50年度に長野県住宅供給公社と長野市教育委員会との契約に基づ

いた発掘調査報告書であるo

2 本書は調査によって検出された遺構・遺物をより多く図示することを重点に

おいた。 尚遺物の詳細については図前頁に表にして記した。

3 遺構図 は小平が担当整図 をした。

4 造物の実測は、 小林秀夫、 矢口、 小平、 片山が担当し、 整図 は矢口が行なっ

た。

5 写真は小林'f:、 小林秀夫が担当した。

6 遺物実測中、 推定復元可能なものは、 鎖線で、 黒色処理されるものは出、 灰

糊陶器の施糊範囲を細線と↓で、 それぞれ表示した。

7 遺構 ・ 遺物の担当者の分担は、 調査員協議をして決め、 それぞれ文末に文責

を記した。

8 遺物や関係図 面、 諸記録は長野市教育委員会で保存しているD

9 本書の編集は小林学・矢口忠良・小平和夫が行ない、 米山一政調査団長の校

聞を受けたo

10 印刷関係の業務は、 事務局が担当した。
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第1 章 長野市浅川西条遺跡分布調査の経過

第1節 分布調査に至る経過

いわゆる善光寺平の集落主lは犀川 ・ 千曲川の沖積地及びそれらに注ぎ込む 小河川による扇状

地形上に立地している。 長野市におけるこれらの地形は， その 多くが， 市街地 ・ 水 田として 利

用されており， その発見は単独あるいは偶然に確認されるのみで， 面とし て の 遺跡範囲 の 把握

は不可能に近い。 ただ地形と遺物の散布状況から遺跡規模を推定しているにすぎない。

このように， 浅川西条遺跡も駒沢川扇状地のいわば扇頂部に位置し， その地目は 水聞で あ

り， 従来は遺跡存在の空白地であった。

この扇状地約10ヘク タ ールに長野県住宅供給公社による団地造成計画があった。 従来水田 は

その造成時にすでに遺跡が破 壊され， 遺構 ・ 遺物は残らないものと考えられて いた。 市教委に

この計画がもたらされた時も， 早速畦畔等で遺物採集分布調査を実施したのであるが， 何らそ

の痕跡を認めることがで・きなかった。 しかし大きな面積であり， 徴地形が複雑であり， 他地域

の水団地調査例から， 一概に遺跡の存在を一蹴することができなかった。 そこで市教委は県教

委・県住宅供給公社と協議をし， 遺跡の 存在 ・ 範囲等を的確に把握するため、 試掘を伴う分布

調査を実施することとなった。 以下回を追ってその経過を略記する。

8月 28 日 県教委 ・ 県住宅供給公社及び市教委により現地において 造成事業範囲の確認 ・ 調

査方法等の協議を行う。

9 月10 日 県住宅供給公社より分布調査の 依頼があり， 市教委では県教委及び関係方面と協

議を重ねた結果， 10月 2 日 より分布調査を実施することに決した。

第2節 分布調査とその結果

1 分 布 調 査

分布調査は， 10ヘク タールという広い範囲の中で， 効率 的かつ地形的に遺跡の 存在を確認す

るにはどのような方法によるかという点にあった。 もっともこのような扇状地形上の遺跡にお

ける堆積土層 の 複雑さはすでに経験し ているところであり， 遺跡立地条件等を鑑み， その条件

にかなう地点を地形に沿って ， 縦方向に調査を実施した。 調査地線は駒沢川流域 の 微高地上に
しろやま

2 列及び白山沢による扇状地にかけ山麓部に 1 列で， 各線にバック ホ ー・人力による試掘 ピ ッ

トをあけ， 調査にとりかかった。 この調査法は弥生時代の 遺物 包含層とその上面 の 後出遺構 ・
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遺物および土層を意識して のものであった。

10月 2 日 現地にて ， 調査地点・方法等細部に亘る打ち合せを行う。 協議の結果， 弥生時代

生活面， それ以下の層 までの確認が必要であると考え， そして 水田 であるとの考慮のもとにパ

ック ホーによる調査を併行することに決した。 調査は駒沢川沿いの微高地上をA地点とし， 標

高にしたがって 上から下へ調査を行ない， 山麓部及び白山沢扇状地をB地点とし， 同方法によ

る調査を実施して いくことになった。 本日は人力による小 ピッ ト 3ケ所をあけて標準土居を確

認する。

10月 3 日 雨のため調査中止し， 地形の 把握につとめる。

10月4日 パック ホーによる調査を実施する。 A地区18 ピッ ト ・B地区5 ピッ ト を 調 査 す

る。 ピッ ト 間隔は約10mとする。 調査は降雨と水田 排水のため地下水が浅く調査に困難を極め

るも土層実測を行う。 下方水田 ピッ ト にし、くにしたがし 、追物は皆無になる。 杯形土 器 1点、出

土。

10月5目 前日に引き続きバ ック ホー・ 人力による試掘 ピッ ト 調査を実施する。 前日の杯形

土器出土地は円形の土城様遺構になる模様である。 また上方約30m付近に住居祉の可能性のあ

る落ち込みを検出した。

10月 6 日 昨日B地区におい て 調査終了時にパック ホ ーが埋没し， 以後の 調査を断念し， あ

とは人力による調査にする。 A地区は遺構の 検出によりすべ て 人力による調査を行う。 蔵骨'穏

と思える査形土器を検出する。 全体に遺物少なし。

10月 7 日 一昨日検出した住居祉様落ち込みの認められた水田付近より他の住居祉と思える

落ち込みを確認する。 それより上部は遺物 の出土はみたが， 遺構の確認には至らなかった。 午

後よりA地区の パック ホ ーによる試掘 ピッ ト の危険性を考え埋め戻し作業を行う。

10月 9 日 A地区の調査を終 了し， B地区白山 沢扇状地に調査の主力を移す。 造物は黒灰色

粘質土から出土するも、 磨耗が著しく量は少ない。 B地区の埋め戻し作業と土層実測を行う。

10月10日 前日に続き調査をするも， 湧水著しく また粘質土層であるため調査に困難を極め

る。 包含層は意外に深く， 約60cmにも及び， その出土遺物は数点にすぎない。 灰色粘質土層の

確認を最後に調査を終了する。 土層実測。

10月11日 調査器材の撤収を行う。

10月12日�16日 残務整理を行う。

この 調査におい て 次の 結論を得た。

〔基本層序〕 上面より水田 耕作土・床土・砂利混り黒色砂質土( 遺物包含層〉 ・貰褐色砂

質土( 遺構確認層)・黒灰色泥質土・青灰色砂質土・小同様含砂利各層となり， 部分的に砂利

を含む 。

〔遺跡) A地点からの出土土器は磨耗し ているが， 出土状態から現位置よりそれ程移動し

て いないと思われ， その出土状態は4駒沢川に沿って延びており， これと同様に集落跡が想定さ

れょ うか。 規模は標高にそって縦に延びる比較的大規模になる可能性がある。
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[遺構〕 本調査は思いの ま まの偶然 性ある試掘 ピ ッ ト の調査ともいえるが， 次の可能性あ

る遺構を検出した。 住居祉・土壌(井戸祉) ・ ピッ ト ・持等がある模様。

〔遺物〕 平安H寺代に比定される土師器(杯形土器・聾形土器〉 ・須恵器(杯形土器・聾形

土器) ・灰制陶器(椀形陶器・壷形陶器〉 等出土しているが， 全体に出土量は少ない。

2 今後
の

処置

確認された遺跡を浅川西条遺跡と称し， 分布調査結果に基づいて， 団地造成事業前に学術調

査を実施し， 本追跡を記録として保存する。

3 調査団の
編成

調査主体者
花岡直一(長野市教育委員会教育長)

調 査 団

調 査 団 長

米山一政(日 本考古学協会員・長野市文化財専門委員長)

調 査 員

小林 平(同・須坂高〉 ・笹沢 浩(同・長野西高〉 ・原田勝美 ・ 佐藤慶二・広瀬敏和・

山岡栄 子・臼田武正・小柳義男・小平和夫(以上長野県考古学会員) 宮川信子 ・ 小林一

夫・大塚尚三・宮地直之(以上信大学生〉 中村くみ子(日 大学生〉

協 力 者
三井 茂 ・ 小林丈志・相沢 金治・井堀五良15・宮下 武・吉田 花枝・丸山 勇・竹内徳幸

(以上社会教育諜)

事 務 局

中村邦雄・矢口忠良(社会教育課文化財係) (事務局)
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第2 章 長野市浅川西条遺跡発掘調査の経過

第1節 発掘調査に至る経過

分布調査結果を県 教委・県住宅供給公社へ報告し， 事 後の処置を協議する。 県住宅供給公社

は引き続き速やかに調査されたし 、旨であったが， この聞に浅川神楽橋地籍の分布調査をはじめ

諸 々 の遺跡の調査があった り ， また調査員確保等の問題があ り ， 調査は翌昭和50年にもち こす

ことになった。 この間に関 係諸方面の意向を打診しながら， 調査の機会をうかがった。

調査は， 湧水・雨季等の関係から， 昭和50年 7 月 20 日 よ り 8 月 13 日 にかけて， 現地における

発担調 査を進める ことにした。

第2節 事前打合会日誌

6 月 14 日 浅川西条遺跡発掘調査事前打ち合せ会を開催。 調査団の編成・調査 日 程・調査工

程等について協議する。

6 月 17 日 県住宅供給公社 よ り 本調査の正式依頼があ り ， 調査への準備に着手する。

7 月 12 日 前議にしたがい， 調査団会議を開催する。 調査方法・役割分担等を検討した。 分

布調査の結果から水田であるとし、ぅ現状地目を鑑み， 遺物包含層直上 までの土層(主として水

田 床土層) を調査前にブールドーザーに よ って除去することに決定した。

第3節 調査団の編成

調査主体者

中村博二(長野市教育委員会教育長)

調 査 団

調 査 団 長

米 山一政( 日 本考古学協会員・長野市文化財専門委員長)

調 査 主 任

小林 平(日 本考古学協会員・長野県須坂高校教諭)

調 査副主任

小林秀夫( 日 本考古学協会員・長野市篠ノ井西中学校教諭〉
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調 査 員

大久保邦彦(長野県考古学会員・長野建設事務所) ・ 唐木孝Mli(同・津和 小教諭) ・ 鳴海

本昭(同・中条 小教諭〉 ・宮 下健司(同・若穂中教諭〕 ・小柳義男(同・川上第二小 教

諭〉 ・百瀬新治(同・依回窪南部中教諭〉 ・佐藤慶二(同・鳥居農協〉 ・ 高原英男(同 ・
長野市消防局〉 ・小平和 夫(同 ・ 信大学生〉 ・一条隆好(同 ・ 信大学生) ・佐藤信之(同

・立正大学生〕 ・片山 徹(同・信大学生〉 ・ 岩佐哲男(信大学生〉 ・ 宮沢武弘(信大学

生) ・滝沢公男(長野北部中教諭〉

調査補助員
宮川信子 ・ 飛田和子 ・ 西沢賢治 ・ 大塚尚三 ・ 古屋公男 ・ 土屋好宰 ・ 塩原章一・ 小林国雄 ・
伊藤 彰・北沢尚 之・原田永喜・広沢武弘・丸山 強・亀山政弘(以上信大学生) ・中村

くみ子( 日 大〉 ・横山勝之(明大〉 ・上原 敬(東京農大) ・中村邦雄(長野市) ・ 横山

とみ 校・重凹睦子(主婦〉 ・ 宮淵弓子 ・ 八 |町利佳子 ・ 田中正江

特別調査員

斎藤 豊(信州大学教育学部助教授)

協 力 者

三井 茂 ・ 松橋 I1原 ・ 相沢金治 ・ 宮 |ご 武・吉田 花枝・丸山 勇・宮沢秀幸(以上長野市

社会教育課〉

事 務 局

松岡成男(文化財係長〉 ・矢口忠良 (文化財担当主事〕

第4節 調 査 日 士心ココロ

7 月 15 日 �20 日 ブ、ルドーザーに よ り ， 扇頂部 よ り 扇央部 にかけて水田 耕作土の 除 去を 行

う。

7 月 19 日 (11青) 表土除去後の遺跡にグリ ッ ド配置作 業を行う。

7 月 20 日 (晴〉 本 日 よ り 発掘調査を開始する。 分布調査結果 よ り ， 重点調査地を認定する

ため， 試掘的 グ リ ッ ドの掘 り 下げを行う。 C地区A �G， 18�23のうち17グ リ ッ ドの調査をす

る。 E • F2 1・22 に住居祉らしき落ち込みが見られ， 更 にその北にも住居祉の可能性ある落ち

込みが認められた。 前者を 1 号住居祉(12号・是正住居祉番号以下同 じ ) ， 後者を 2 号住居祉

(14号) とする。

7 月 2 1 日 (11青) 1 号住居祉(12号) の平面プランの確認を急ぐ。 南北辺は南が 他 の 遺 構

に， 北は 2 号住居祉(14号) と重複しているため困 難を極めたが， 他に比べ新しい時期 に構築

されたため， 隅丸方形プランを確認する ことができた。 C �F19・20， K22・24の 調 査 を 行

う。 遺物少なく， 遺構なし。

7 月 22 日 (11青) 1 号住居祉(12号) の掘 り 下げ。 覆土中に完形土器を含む遺物の出土量多
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く ， また人頭大の石の散在が認められ， 特に東壁に集石が認められた。 120において落ち込み

が認められ， ほぼ完 形の界形土器 2 点が 検出され 3 号住居祉(15号〉 になる模様。 明日の調

査に期待がもたれる。 K .M20 ・ 22の調査をするも遺物少な し遺構なし。

7 月 23 日 (晴) 昨 日 に続き 1 号住居枇(12号) の精査， 3 号住居祉(15号) のプラン確認

に全力をあげる。 なお 3 号住居祉(15号〉 上に浅い構が認められたが， 新しいものである。 K

24 ・ M22 ・ p . Q13 ・ 14の調査。 遺構は 認められず。

午後 よ り CS� Yのグリッドの配置を行う。 遺物は比較的少なかったが， 3 号 住 居 祉 (15

号) 上面 埋 土 よ り 完 形の和 鏡が出土した ことが特記される。

7 月 2 4 日 (晴 ・ 雷雨) 3 号住居祉(15号) 東壁の確認と掘 り 下げ。 1 号住居祉(12号〉 の

精査。 S� Xの グ リッドの調査。 遺構なし。

午後雷雨あ り 作業を中止し， 明 日 からの調査の打ち合せをする。

7 月 25 日 (0青) 1 号住居祉(12号) ， 3 号住居祉(15号) の精査を続ける。 p . Q16で分

布調査の際に確認した土壌(井戸祉〉 の確認とp . Q16 ・ 17 で 楕円形の落ち込みがあ り ， 明日

の調査に期待を よ せる。

7 月 26 日 (1情〉 昨 日 と同様の作業を継続する。 土壌(井戸祉〉 を井戸祉 1 とし， 精円形の

落ち込みを 1 号土減とそれぞれ 呼称する。 井戸祉底部 よ り 厚さ 2 � 3  cmの木 炭 ・ 灰 ・ 木片が認

められた。

本 日 よ り 扇状地土層確認と遺跡立地の自然、的条件を確認するために， 斎藤 豊助教授の指導

の下に， ハンド オーガーに よ る地質調査を開始する。 この調査は， 地質学専攻の信大生を中心

としてすすめられる。

3 号住居祉(15号〉 カ マド部 よ り 石棒が出土した。

7 月 27 日 (晴) 本 日 よ り 市内の中学生が調査に参加し， 総勢50 余名になる。 住居祉の精査

は 昨 日 に継続す。 K12， L 9 ・ 1 1 ・ 13， M12の調査を行うも造物少なく， 遺構も確認できず。

一部B地区の調査にかか り ， V22・23に落ち込みあ り ， 住居祉の可能性あ り 。 更に住居祉存

在の可能性があるため， 周辺全面を広げ， 集 溶的面でそれらを把握する方針を固め順次 グ リッ

ド、の拡張を行った。 井戸祉 1 の精査。 遺物は， V23 よ り 金粉付着の灰利1椀形陶器片を得た。

7 月 28 日 (晴〉 連 日 の猛暑で調査員もパテ気味で， 雷雨がほしいと ころ。 住居祉の精査及

び土横1 の掘 り 下げと断面土層の確認と実測を行う。 H， 1， J 1 1 に住居祉の可能性ある落ち

込みを確認する。

7 月 29 日 (晴) 前 日 期待した住居祉は H， 112， J 13の調査を進める中で堆積土層の徴変

化に よ るものと判明し， 調査者を落胆さ せた。 1 号住居祉(12号〉 の土器 ・ 集石地の実測， 3 

号住居祉(15号) の覆土断面実測と実測用土手の撤去作業を行う。 B地区のU2 1 ・ 25， V24・

25 ， W2 1 ・ 23にかけて 3 基の住居祉が埋蔵されている可能性強 まる。

7 月 30 日 (晴) B地区 グ リッドの拡張を続ける。 乾燥に よ る包含層の硬化と， 酷暑と疲労

に よ り 調査は当 初 よ り 進展が ゆるくなる。 調査は 遅 々 として進 まず。

6 



7 月 31日(11的 1 号住居祉(12号) に隣接する E， F 19�21に 2基の住居祉が あ る も ょ

う。 B V22を中心とする 4 号住居祉( 3 号) 周辺の住居祉の存在を確認するためグリ ッ ドの拡

張を進める。

3 号住居祉(15号) ， ヂ|ニ戸祉 1 ， 土峨1 の写真撮影を行う。

8 月 1日(11青) E， F19�21の住居祉を南 よ り 6 号住居祉(11号) ， 7 号住居祉(13号〉

とし プランの確認を急ぐ。 BT 21を中心とする 8 号住居祉( 1 号〉 は黒土中に構築された可能

性があ り ， カ マド付近のみ確認できた。 3 号住居祉(15号) の実 測を行う。

8 月 2日(晴) 初日に発見 された 2 号住居祉(14号〉 の プラン確認と掘 り 下げ及び 4号住

居祉( 3 号) ， 6 号住居祉(11号〉 の掘 り 下げを行う。 9号住居枇( 2 号) プラン確認を急ぐ

が， 住居祉は思っていた よ り 大きく， フ。ルド ーザ ー に よ る排土の中に埋れているため作業は困

難を極める。

8 月 3日(11青) 2 号(14号) ， 4 号( 3 号) ， 5 号(10 号) ， 6 号(11号) ， 11号( 8

号) 各住居祉の掘 り 下げ及び精査を行う。 12号住居祉( 4 号) ， 14号住居祉( 6 号〉 の プラン

の確認を行う。 8 号住居祉( 1 号〉 の カ マド， 遺物出土状態の実 測を行う。 本日は多数の調査

員が参加して， 終日活気のある調査が行われた。

8 月 4日(11青〉 昨日に 引き続き同様作業を継続す。 9 号住居祉( 2 号) の プランの 検出を

続ける。 各住居祉からの造物の 出土量は比較的少ない。 土器の洗礁を始める。

8 月 5 日(晴〉 住居祉の精査を続ける。 本日 よ り パ ッ ク ホ ーを発掘現場に導入する。 9 号

住居祉( 2 号〉 の一部が， 発掴調査前に排土した盛土の下に 及んできた ことと， 住居祉群が南

方に延びる可能 性が出てきて， 住居祉群は一定の法則性にもとづく集落祉となる可能性も出て

きたことに よ る。

集落祉の可能性ある以外のA地区 よ り 上方をパ ッ ク ホーに よ り ト レンチを 5 m間隔に 8 本あ

け， 生活面の確認を行う。 A地区においては表土(耕作土層) 下はすぐに砂利層及び賞褐色砂

質土層にな り ， 同期の遺構は水田造成時か， 駒沢川の洪水に よ る流出のためか， 造物は確認で

きるのであるが， 遺構は 検出する ことができなかった。 ただ， すでに破 壊されていたという事

実のみで， それ以上の理解には及ばなかった。

8 月 6日(晴後雨) 30 0 Cの高温が連日続き， 粘質土は硬くな り ， 体躯も汗と砂塵で真黒，

そして疲労がかさな り つつあるも， 今日は休息できる慈雨が午後よ り 雷をともなって降 り 出し

た。

8 月 7 日(雨〕 雨天につき作業中止

8 月 8日(曇) 昨日の 降雨は午前には止んだものの， 調査地内は全面覆水で， 調査が危ぶ

まれた。 排水ポン プ及びバケツに よ る排水が午前中続けられたが， 現調査地内に入る ことは不

可能であった。 これに反し， 新たな事態がお こった。 それはC地区からD地区に移る範囲に住

居祉の掘 り 込み面が確認されたからである。 この地域は何度も調査を試みたが， 遺構掘 り 込み

面が明らかに全域にわたって露呈してお り ， 遺物もすくなかったため， 調査員の視野からは没
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していたのである。 結局は フ。ルド ーザ ーのキャ タ ピラ に付着した土が， 全域全面を覆いつくし

ていたためであった。 この ことに よ り ， 住居祉 5 基と土城 4 基を確認した。

8 月 9 日 (曇〉 昨 日 の新たな発 見に よ り ， B地区及び C地区 よ り 検出された住居祉鮮の調

査と C・D地区の住居祉群の調査に全力を上げ 検出作業を進める。 日 射は今日は大変に穏やか

で， 調査は順調にすすんだ。

8 月 10 日 (曇) 時 々 強い 日 射を 受け暑ーい。 それも蒸風呂の暑さだ。 B地区及び C地区 よ り

検出された住居祉群の調査と C . D地区の住居祉群の調査に全力 を傾注し 検出に努む。 B地区

9 号住居祉( 2 号) ， 16号住居祉(10号〉 を掘 り 下げる。 10号( 5 号〉 ・1 1号( 8 号〉 ・ 14号

( 6 号) ・15号( 9 号) の各住居祉の精査と写真撮影をする。 12号住居祉( 4号) の壁Fにほ

ぼ同一大の自然石が壁に沿って羅列してお り ， 周 溝のあ り 方に注目される。 C . D地区の住居

祉は， 30番代の号 数で処理する。

8 月1 1 日 (晴) C地区において確認した全遺構の精査と写真娘影を行う。 B . C地区にヤ

リ糸を配置し， 実測の準備をし， 1 号住居祉(12号〉 の実測を完了する。

午後 3 時頃， 発掘現場に隣接する西条部落に火災あ り ， 全員調査を中断して消火作業に協力

する。 各調査員は勇猛果敢に消火に努め大なる感謝を得た。

その後 、 ヤ リ糸の配置を点 検して， B .  C地区 よ り 実測を開始する。

8 月 12 日 (晴) B地区15号住居祉(9 号) ， 16号住居祉(10号) の精査を続行 し な が ら

も， 調査の主力をD地区に移す。 3 基の住居祉が相互に重複している32号住居祉(19号) ， 33 

号住居此(20号) ， 34号住居祉(2 1号) はその関係把握に苦慮した。 土摘 2 �土機4 の調査を

実施する。

8 月 13 日 (1情〉 当 初の計画では今 日 で調査は完了する予定であったが， 調査未完 了 につ

き， 明 14 日 �16 日 は 「 盆休み」として， 17 日 よ り 調査を再開する ことにする。 B地区・D地区

の写真撮影を実施する。

8 月 14 日 � 8 月16 日 盆休みのため作業せず。

8 月 17 日 (雨) 雨天のため調査中止。 調査処理の打ち合わせ。

8 月18 日 (晴) D地区の精査を完了し， 次いで写真撮影をす ませる。 B地区・ C地区の実

測すべて完了する。

8 月19 日 (晴) D地区の実測完了。 各住居祉の カ マドの構造などを調査し， 断面実B[IJの事

後処理を行い， 本遺跡の全調査を終了した。 発掘現場の清掃， 後片 付， 器材 の撤去等 を す ま

せ， 調査員が現場を離れたのは午後 4 時30分。 真夏の太陽は頭上高く照 り つけて， 発掘現場は

瞬 時に静寂をと り もどし， 調査員の押す一輪車の乾いた輪立ちの音が聞え るだけである。
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第5節 発掘調査参加学校生徒一覧

長野吉田高校 地歴班(27名)

中村 裕(班長)・田中和佳・三石 街・済藤 剛・川島修一・竹村一男・牧内善一・刺刀

修・沢柳彰彦・川瀬清治・田畑チI1博・西沢賢一郎・山本秀一・山 平明彦・金井秀俊・岸田明

彦・小宮山 久・青木和朗・鈴木哲夫・滝沢 繁・吉沢一智・宮本伸一・小淵宏史・宮沢健一・

依田武之・塩瀬和也・小林昭俊・鈴木 宏(顧問〉 ・白井 茂( 11 ) ・西村享応(，，)

長野西高校 郷土部(12名〉

山間佳子(部長〉 ・丸山恒子・西沢敦子・赤羽史子・荻原妙子・笠井美江・正木三恵・松橋

敏子・柳沢智子・黛岩 操・菊原宰 校・牧村美穂子・東福寺利雄(顧問)

須反高校 郷土部(17名〉

青木和明(部長〉 ・関 賢司・中 山政春・若月 稔・山崎幸孝・市村勝巳・塚田l挙弥子・宮

沢京子・宮本 マリ・山 岸雅 明・吉岡新太郎・清水洋子・小田切徹男・綿国弘実・小出悦子・原

田ます恵・湯本好美・小林 王手(顧問〕

屋代 高 校( 2 名)

小玉善和・渡辺 豊

三陽中学校(16名〉

西沢純夫・稲屋唯良 ・池田 岡IJ・横山伸夫・今井裕道・近藤新次・金沢敦志・高山利明・本

藤孝行・石川 E・山口喜代美・鵜野 実・中 村幹宏・若狭友子・倉島君江・竹内啓恵・ 田 中

敏久(顧問〉

篠ノ井西 中学校(11名〉

松崎 望・ 田 中 勇・樋本富士夫・倉 田 実・上野敏夫・近藤栄一・大内 剛・徳永信司・斎

藤祐二・丸山建司・祖山克彦・小林秀夫(顧問)

東部中学校(12名〉

田 村繁樹・原 監・近藤尚義・赤沼賢一・加藤浩亀・村田和彦・赤芝忠義・宮沢浩秋・徳

永裕亮・橋戸秀文・長田 茂・松岡宏樹・窪田雅武(顧問)

北部中学校(11名〉
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池田久恵・新津和 子・斎藤智之・吉越康弘・中沢重雄・星野弘明・稲田泰紀・金井英司・池

田真一・松沢秀樹・藤沢俊久・滝沢公男(顧問)

信更中学校 (16名)

矢島孝二・大沢とく子・柳沢京子 ・ 内山恵美子・中沢みな 子・市川 さ っき・市川悦美・高野

利 子・津田美代子・大矢泰宏・矢島 勉・柴田悦男・新井隆司・小幡英章・牛沢真弓・中沢由

代・渡辺干佐(顧問〉

若穂中学校 (21名〉

立石 滋・望月 映・品田昌三・小林洋子・坂口啓子・山崎博正・前角和夫・小森 好則・宮

下愛彦・伊藤聖二・雪入豊司・宮本康一・高津和実・内山昌彦・岩野貞一・須田悦雄・坂口博

之・小宮 山 茂・小池 弘・上沢修一・藤沢久仁昭・宮下健司(顧問) (事務局)
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第3 章 長野市浅川西条遺跡周辺の環境

第1節 遺跡の地出的環境

1 自然的環境

浅川西条遺跡は駒沢川が形成する扇状地の扇頂部， 川の左岸に位置している。 扇状地は谷口

の塚田橋付近より， 南の浅川および南東の若槻方面に 2 度の勾配て、半円錐形に広がっている。

この扇状地堆積層の緩斜面と， 北の福岡一西条の山麓は， 標高440mで境している。 山麓線か

ら白岩 付近の標高 500m に至る砂岩泥岩層および裾花凝灰岩よりなる傾斜面は勾配が約 7 度で

耕地となっている。 白岩より三登山(923. Om) の尾根(89 3m地点) に至る裾花凝灰岩層の斜

面は， 約15 度の急勾配で山林となっている。 浅川泥岩層よりなる西麓は耕地と集落が多く， 県

道二之倉線が南北に走っている。 駒沢川扇状地の扇端は， 浅川団地南端の次郎堰 付近で勾配が

1 度となり， 浅川扇状地のゆるやかな平坦面と重なっている( 第 3 図) 。

浅川西条遺跡の近くを流れる駒沢川は、 長野市浅川字大沢と字菅沢より発し， 浅川西条の谷

を南 々東に向って流下している小河川である。 大字坂中の西方， 字横手平より押団地籍の小板

屋橋までの勾配は地形図の計測で 4 度である。 流路は谷口の塚田 橋より南東に変わり， 駒沢川

と徳間川の合流地点 までは 2 度の勾配で流下している。 これは， 浅川東条の谷口より南東に流

下する浅川が， 浅川橋・西 山 田 橋間 1 度の勾配であるのに比し， やや急である。 駒沢川は徳間

川との合流地点より下流にある馬屋橋付近より天井川となるが， それより上流はかなり侵食が

みられ， 西条遺跡付近の河床と右岸との比高は 1 . 9m 前後となっている(第 4図〉 。

2 土地利用の変容

駒沢川の谷口より次郎堰に至る浅川地区の扇状地堆積層の平坦部と， 浅川泥岩層よりなる山

麓部の集落の状況を比較すると， 次表のようになる。

昭和30年(19 55 ) 現在の平坦部の集落は， 扇頂部に押田があり， 世帯数の比率 は11 . 1%であ

る。 これに扇状地の北側山麓から平坦部にかけて広がる浅川西条を加えて も 27 . 3%を占めるに

すぎない。 平坦部の大部分は水田 で， 押 田 ・ 浅川西条の耕作地のほか， 福岡 ・ 坂中・西平など

の出作り耕作が行われていた。 昭和28年(1953) 現在の浅川村の耕地は 332.3 反ある。 このう

ち水田は144. 3反(水田率43. 4%) である。 しかし， 昭和38年 (1963)に浅川団地が造成され

ると， 平坦部の水田の宅地化が急速に進んでくる。 そのために駒沢川の右岸は， 扇 頂部の押 田

から浅川団地 ・ 屋敷 田 ， さらに若槻団地に至る まで， ほとんど住宅地となっている。 山麓の浅

11  



山 箆 部

平 坦 部

浅川地区の山麓部と平坦部の集落の世帯数の比絞

地 区

東 条
伺 去
真 光 寺

西 平
岡

| 浅川西条 |
押 回
浅川団地
事11 楽 橋
屋 敷 田

昭和30年

61 
67 210 
32 (72.7%) 
28 
22 
47 I (16:�) I 
32 32 

(11. 1) 

昭和40年

73 
83 247 
37 (45.1%) 
30 
24 
46 I (8:�) I 
48 255 

207 (46.5) 

昭和50年

日6 1 119 I 355 
65 [(30.2%) 
31 
24 
62 I (5�3) 
86 758 

521 (64.5) 
26 

125 
(長野市統計書、 市勢要覧より作成)

川東条・伺去の標高420�回O mの斜面も宅地化が進んでいるが， 昭 和50年(197 5) までの10年

聞に 世帯数の比率は平坦部の66.5%に対 し て山麓部の30. 2%と逆転している。

このように， 土地利用の変容は耕地の減少と住宅地の場加という形で表われている。 昭和25

年(1950) より45年(197 0) まで、の20年間に浅川地区で、失われた耕地は 109.6ha となり， 現在

水田が残 された地籍は浅川西条・神楽橋のみとなっている。 そ し て今日， 浅川西条・神楽橋両

地籍も宅地化 されることにな り， 浅川西条・神楽橋遺跡とともに， これら緑し たたる水田も我

々の眼 前よりその姿を消 し 去ろうとし ている。 (滝沢公男)

第2節 遺跡の歴史的環境

浅川西条遺跡周辺は， 今度の調査が実施 さ れる までは， その大部分は水団地帯であったため

考古学的遺物の採集はほとんどな されずに現在に至っていることは先述し た如く で あ る。 た

だ， 水田の中に点在する西条部落の宅地・屋敷内よりは縄文期の打製石斧， 石鉱がた まに採集

さ れるとし、う程度で， この駒沢川の両岸に広がる水田一帯は， よ し んば人間の生活の痕跡を追

い求めようとし ても， その時間的位置づけすら困難の状態であった。

現在， 明らかに さ れている遺跡・造物の散布地域も遺跡北方向に連なる山 々の山麓部に及ん

で、絶えてし まい， 遺跡西方向の湯谷地籍， 南方向に流れる浅川の河沿い まで， ほとんど遺跡ら

し いものは確認 さ れずに現在に至っている。 また確認 されている遺跡の大部分は古墳であり，

浅川の両岸周辺に及んで， 弥生・古墳時代の住居祉， 造物が確認 されるため， 人間の生活の開

始時期はし 、づれに し ろ， 弥生時代以降に活発になった地域と考えられる。 浅川西条遺跡発掘 前

の分布調査により確認 さ れた「神楽橋遺跡」は、 弥生時代以降， この駒沢・浅)11の両河川に生

産の主要 な条件を見 出 し た農業の開始期に さ かのぼることも考えられる。 この「神楽橋遺跡」
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と「浅川西条遺跡」は， その意味においても， 従来の歴史不毛の地域とし、う理解を一転 さ せ

る。 人間と住居とそれを支えたノくック ・ マシンをそれぞれ有機的に考察， 理解する有力な歴史

地帯として蘇生したと言っても過言ではなかろう。 しかし， この研究もようやくその途につい

たところである。

さて， この浅川西条遺跡一千百:が， 歴史の上で明確な姿を見せてくるのは， 平安時代末期頃か

らである。 故粟岩英治の研究になる「信濃荘園の研究」によれば， 平安最末期頃， 中央政界に

君臨した後白河法皇の時代より， 文治年間， 応仁年間， 天正年間と「証菩提院領若月圧」とし

て歴史にその名を止どめ， 栄古盛衰の歴史を繰り返してきていることである。 現在でも， 荘園

支配者(現在に至るもその系譜不詳)の居館祉は残っており， その堀は一面に深い水をたたえ

ている。

「証菩提院領若月j主」の歴史は， 現在のところ先述の栗岩英治の研究成果の域を十分に克服

しておらないために， その発生・成長・消滅の過程は定かではないが， 浅川西条遺跡は， 考古

学的研究と文献学的研究の両者の提携の中で， í若月庄」の実態を強く追求できる可能性を秘

めておると考える。

浅川西条遺跡は， それ自体は「独立」した遺跡として扱ってはいるが， í神楽橋 遺 跡」及

び， 浅川流域の諸遺跡と共に総合的な理解を目指すことにより， 弥生時代・古墳時代・律令時

代， そして平安時代から中世に及ぶ， 生産活動の変遷， ひいては， 平安時代頃より活発化して

きた地域荘園開発とその再編成とし、う歴史のダイナミズムを感得できる絶好の歴史環境にある

ということができる。 (小 林 平)
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第4章 遺 構 と 遺 物

遺構は住居祉21ケ所・井戸枇 1ケ所・土狐4ケ所及び溝祉を検出した。 ことに住居祉は掘り

込み土層及び群集により， 標高に沿って上部( 1 �10号住居祉〉・中部(1l�15号〕・下部(16

�21号)に大別することができる。 時期は平安時代末葉に位置づけられようが， 造物として該

期遺物はもちろんであり， それ以降の青磁陶器の出土に至っては， 中 世的性格が強くなるので

ある。 遺構ではそれに属するものがなかった。

第1節 住 居 祉

1 第 1 号住居祉

遺構(6図1 ・ 3図 版 4 ) 2 号住居祉覆土上面に構築された住居祉で， 黒褐色粘質土層を

掘り込んだ竪穴住居祉である。 水田造成時に削平を 受けており， プラン・規模等を把握できな

かったが， 標高の低いカ マド及び貯蔵穴のみ 検出することができた。 床面は出土遺物状態から

確認したのであるが， 西 から東に傾斜し， 軟弱である。 カマドは両袖に人頭大の河原石を立て

て構築されており， 周辺及び貯蔵穴に石材の散布がみられた。 貯蔵穴はカ マド左側に隣接し，

東西 に長い隅丸の三角形状を呈し， 長軸85cm・短lfî.lb65cm・深さ18cmを 測る。 遺物の出土範囲は

東西3.0m・南北2.4m以内にあり， 特に貯蔵穴内外に多く認められた。

遺物( 14・15図， 16図1 ， 17図版， 18図版16�28 ) 本住居祉の出土遺物は 2 号住居祉のも

のとの混乱を 防ぐため， 完 形及びそれに近いものを 抽出した。 出土状態は土師器杯形土探はほ

ぼ正位での出土を 示したものが多かった。 調査時に番号を付したものは40番に達した。 このう

ち， 台付皿形土恭2 点・杯形土器35点 ・ 整形土器 5 点に分類でき， 総計42点を数える。 台付皿

形土器は内外面ともていねいにヨコミガキが施され， 内外面ともに黒色処理される。 また杯形

土器にも内面黒色処理された所謂内黒の土器19点あり， 処理されないものとの個体数の差は殆

んどない。 内黒の土器3 点に放射状の暗文が付され， 15図23には内面を6 区分した本数の少な

いものがある。 聾形土器は小形のもの 1 点を除き他は比較的大形の聾で， 体部破片は少なく，

図示した範囲内がそのすべてで、ある。 杯形土器に比べ， 破 片量はほんの少量にすぎない。 ( 片

山徹 ・ 矢口忠良 〉

2 第 2 号住居祉

遺構( 6図 2， 3図版 5 ) 本住居祉は確認遺構の最も西 方に位置し， 覆土上面に 1 号住居
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祉が乗る。 プランは隅丸方形を呈し.主軸方向はN790 Eを指し， 規模は主軸5.35m x短軸5. 15 

mを測る。 黄色砂質土層を掘り込み住居を構築し， 壁は直に近く保存は良し、。 西壁は地形に沿

って高く32cm， 東壁は18cmを測る。 床面は平坦で， 良 く踏み固められている。 柱穴 は 全 く な

い。 カマドは東壁中央部に設けられ， 両組1に人頭大の立石を使用し， 他の石材はカ マド前に散

在していた。 火床は15cm掘り窪められる。 他の内部施設として西壁中央が25cm程張り出してお

り， この部位の壁は傾斜する。 入口部と思われる。 覆土全体に人頭大から拳大の礁が散在して

おり， 廃絶後意識的に投げ込 まれた可能性がある。 ただ北東壁隅付近に拳大篠の集石が床面に

密着した状態で、検出され， 住居祉利用時の所産であると考えられるが， 性格は不明である。

遺物(16区12 �11， 18図版29 ， 19図版30 ・ 31， 28図版113) 住居祉の規模に比べ， 出土量は

少ないが， 土師器 ・ 須恵器片がカ マド周辺より出土している。 土師器は杯形土器が多いのであ

るが， 図示できるものはない。 ただ 2 は覆土上面の出土であり， 本住居祉に付属する可能性は

薄い。 整形土器に 4 形態あり， 4 は小形で頭部は屈曲し， 休部中位で最大径になる。 6 は 4 に

似るが大形で， 5 は中形の饗で， 頭部の屈曲は少なく， 体部内外面に櫛状工具による整形擦痕

を残す。 特に外商は同手法による縦 ・ 横の調整により， 意識的に文様効果をだしているようで

ある。 7 は最大径が口唇部にあり， 口縁音[1は体部より直接外閲する。 体部は円筒形を呈し， へ

ラケズリで整形される。 9 .10は体部下半の破 片である。 須恵器は覆土より聾形土器片が， 床

面より蓋形土器及び小形整形土器頭部下が出土している。 (片山徹 ・ 矢口忠良 )

3 第 3号住居祉

遺構(7 図1 ， 3 図版 6 ， 4図版 7 ) 2号住居祉東側に位置し， 4号住居祉を切り込み，

煙道は 6号住居祉に達しており， 4 ・ 6号住居祉より新しい住居祉である。 黒褐色粘質土層を

掘り込み， 床面は黄色砂質土層になる。 プランは隅丸不整方形で， 主軸方向はほぼ南北に あ

り， 規模は主軸5.7 5m x短軸4.30mで， 壁はいくぶん傾斜するが， 良好である。 北壁30cm ・ 南

壁26cm ・ 西壁30cmを測る。 床面は平坦で良好であり， 4号住居祉との床面高差は10cmである。

カマドは北壁中央に位置し， 火床は長軸に1. 40mあり， 14cm掘り窪められ， 幅12cm ・ 長さ36cm

の丸底の煙道が付く。 また火床の北よりに 2 個の立石を利用した高さ20cmの支柱が設置されて

いた。 カマド東側に隣接して， 長制1130cm ・ 短軸96cm ・ 深さ60cmの丸底の不整楕円形の貯蔵穴

があり， 内部にカマド石材及び、 杯形土器の落ち込みがみられた。 柱穴をはじめ他の内部施設

はない。

遺物(17図1 �12， 19図版32 �34) 本住居祉の出土量は比較的少ないが， 土 師 器 ・ 須 恵

器・灰和I陶擦が出土している。 土師器が圧倒的な量を占め， 他は数点出土している の み で あ

る。 土師器の器種別では杯形土器( 1 � 9)が目立ち、 床面からの出土のものは内面黒色処理

されたものが多い( 3�9)。 出土地点はカ マド周辺及び西壁沿いに多く認められ， その状態

はほとんど、が正位にちかかった。 須恵器は整形土器片で， 覆土中よりの出土であり， 本住居祉

に直接付属するかは不明である。 灰粕陶器は椀形陶器片である。 (矢口忠良 〕
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4 第 4 号住居祉

遺構 ( 7 図1 ， 4図版 8 ・ 9 ， 5 図版1O�11) 3 号住居祉によ り 北西部 4 分の 1 ほど破 壊

される。 掘 り 込み土層は 3号住居祉 と 同様である。 プランは隅丸方形を呈し， 主1MI 方 向 は N

800 E を指し， 主軸4. 60m x 南北軸 4.7 0m のやや主軸の短かい住居祉である。 壁は直に近く，

西壁24cm ・ 東壁lOcmを 測る。 床面は地形に沿って東に傾斜するが， 平坦で比較的良好である。

カ マドは東壁中央に構築され， 規模は奥行50cm， 袖間24cm と 小規模なものであ り ， 奥にlOcm程

穿った袋状になる形態をと る。 火床は二次にわたって改築され， 一次のものは深く 20 cm を 狽IJ

り ， 二次は 8 cmそれぞれ掘 り 窪められ， 焼土を残す。 柱穴は全く認められないが， 西 ・ 南壁直

下に周 溝があ り ， 周 溝中に長方形に近い河原石が同一 レ ベノレに整然 と 並べられていた。

遺物( 17図13) 本住居hlからの出土量は少なく， 出土遺物の全てが破 片であって， 図示で

きるものは灰柑椀形陶器底部のみである。 この他覆土中よ り 須恵器聾形土器片が出 土 し て い

る。 ( 矢口忠良 )

5 第 5 号住居祉

遺構( 8 図， 6図版14) 6 号住居祉に重複された様な状態で構築された住居枇である。 6

号住居祉の床面を掘 り 込み， 6 号住居担J:東壁を越えて設置された住居担J:で、ある。 本集落祉中で

は， 最も規模の小さい住居祉で， 主il1filはほぼ東西にあ り 、 2.7 mを 測る。 床面は良好であ り ，

壁の浅い状況で 検出されている。 カ マドは西方中央部に設置されている。

遺物( 17図14�15 ， 6図版13， 28図版114) 第 5 号住居祉以下第 8 号住居祉 までは， 複雑に

重 り 合っているため， 明らかに各住居祉に付属するものを主と して図示した。

本住居祉の出土量は少ない。 土師器が多く， 須恵器 ・ 灰軸陶器は少ない。 図示し た も の の

他， 土師器 ・ 須恵器整形土器体部片及び灰勅陶器瓶底部が出土しているのみである。 また内面

に金粉が付着している灰軸陶器 ・ 椀形土器底部が出土した グ リ ッ ト は本住居祉にあたるが， 住

居祉 と の関 係は不明である。 ( 小林 平 ・ 矢口忠良 〉

6 第 6 号住居祉

遺構( 8 図， 6図版14) 本住居祉は第 5 号住居祉よ り 古く， 7 ・ 8 号住よ り 新しくそれぞれ

の住居祉覆土中に構築されてお り ， 床面は黄褐色粘質土を混入した貼 り 床になる。 住居祉の主

軸はN830 E にあ り ， プラ γは隅丸方形になる と 思われ， 主軸3. 65m x 南北軸4. 20mを 測る 。

壁は西 ・ 南にそれぞれわずかに残存する程度で‘あった。 柱穴はなかった。

遺物( 18図1 � 4 )  本住居祉の出土量は少ない。 土師器杯形土器が多く， 内面黒色処理さ

れたものは比較的少ない。 他に灰紬椀形陶器片が出土している。 ( 矢口忠良 〉
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7 第 7号住居祉

遺様( 8 図， 7 図版15 ) 6 号住居祉により南・東壁の一部が彼壊される。 プ ランは隅丸方

形で、主制l方向はN7 00 Eを指し， 規模は主軸4 .3m x短軸4. 1mを 測る。 茶褐色粘質土層を掘り

込み， 壁高は17cmである。 カ マドは東壁中央 付近にあり， 検出時には破 壊されて， 支柱石らし

きものと焼土のみ存在していた。 柱穴は南・東壁にそって， ともに 8 号住居祉の壁を掘り込ん

だもの 2個を 検出したが位置的に主柱穴ではなかろう。

遺物(18図5 ・ 6 ) 本住居祉の出土量は少ないが、土師器杯形土器の個体数が多い 。 5 は内

外面黒色で， ていねいなミガキ整形される。 6 は灰和!椀形土器で高 台が付 く であろう。 他に土

師器整形土器片が若干出土している。 (小林 王手)

8 第 8 号住居祉

遺構( 8 図， 7 図版16， 8 図版) -f.fの住居祉の中では最もプリミテ ィ な状況を残してい

る住居祉で， 最も古い時期に構築されたものである。 プ ランは主制13. 5m x南北軸5 . 0mの南北

qll!Jが長い隅丸長方形といえよう。 主南h方向はN220 Wを指す。 カ マドは北壁の東よりに偏して

おり， 火 床主軸7 0cm， 焚口7 0cmを 測り， 両袖は石を芯とした石組粘土製カ マドの形態になる。

内部に聾形土器片が火床上に残存していた。 柱穴は西壁各 コ ー ナ ー 付近及び南壁下西よりから

検出したが， 東側はなかった。

遺物(18図7 �11 ，  19図版35) 本住居I止の出土量も少なし 、。 土師器のみで， 杯形土器が 目

立つが， そのほとんどが図示したとおりの小破 片である。 9 の整形土器はカ マド内からの出土

である。 口縁部に最大径がある烏帽子形態になる。 10の休部は筒形を 呈する。 (小林 平〉

9 第 9 号住居祉

遣様(7 図2 ， 7 図版17 ・18 ) 8 号住居;祉が西に接するほぼ完形の住居祉である。 プ ラン

は方形であるが， 東壁は丸味をもっ。 規模は主軸2. 8m x東西軸3.6m を 測る。 主軸 方 向 は N

230Wである。 壁は軟弱気味で， 直に20cm前後落ち込んでいる。 床面は平坦で良好である。 カ

マドは北壁中央に位置し， 規模は焚口から煙道部 まで80cm， 両袖幅約80cmで， 火 床は舟底状に

窪む。 両袖部に20cm大の河原石 を 1 つづ、つ， 中央部にも 1 つおいている。 またカ マドは北壁の

内側への最健曲部につ く られているため， 屋外に張り出して構築される珍らしい手法のもので

ある。 柱穴は認められないが北壁下の一部から西壁にかけ， また南壁 下中央 付近に周 溝が認め

られた。

遺物(19図， 20図版36・37 ) 本住居祉の出土量は少ない。 すべて土師器で， 整形土器が比

較的多 く 出土している。 小形の薬壷形土器( 2 ・ 3 )は口縁部に最大径があり， 体部が烏帽子

形を 呈するもの( 4 )があり， 4 と同形態で中形のもの( 5 �7 ， 9 ・1 1)及び大 形 の も の

( 8 ・10 ・ 12)等がある。 ことに12は口径は32cmを測る大形聾形土器である。 杯形土器は数が
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少な く 小破片である。 (小林秀夫〉

10  第10号住居祉

遺構( 9 図 1 ， 8 図 版20・21) 4号住居祉の東側 ・ 9 号住居祉の南側に位置し， 独立して

いる。 掘り込み土層は 3号住居祉と同 じ 。 プ ランは不整形な隅丸方形を示し， 主iPI[j方向は南北

で， 主軸3. 0m x短i�b2. 2 mの比較的小さな住居祉である。 壁高は北壁が最も高 く 30c mで， 南側

に移るにしたがし 、浅 く なり南壁は12cmを測り， いずれも垂直で堅徽である。 床面は平坦でよ く

し まっているが， 柱穴は認められなし 、。 カマドは北壁の東側隅寄りにあり， 調査時にはつぶれ

ていたが， 原形はよ く 保たれていた。 カ マドの セク シ ョンを切ると天井の粘土が落ち込み， 炊

口部と煙道部には赤褐色の土層が入っていた。 また壁外西 ・北に径20�30c m・深さ30c m前後の

小 ピッ ト が 5 個 検出されたが， 本住居祉との関 係はないものと思われる。

遺物 本住居祉の出土量は少な く ， 床面より土師器整形土探片 5 点・カマド内から土1':市部-係

形土器小片が 2 点出土したのみである。 (宮下位司 )

11  第11号住居祉

遺構 ( 9 図 2 ， 9 図 版24) 中部住居祉群の最も南に位置し， 13号住居祉の南西一部を切り

込んで構築される。 プ ランは方形を 呈し， 主軸は東西方向にあり， 3. 5m x短軸3. 4mの規模の

住居;祉である。 確認面は地形に沿って傾斜しており， 西壁30c m ・ 東壁20c mの掘り込みを みる。

床面は南半分はよ く 踏み固められているが， 北側は軟弱で， 直上に藁灰状の炭層が一部にみら

れた。 柱穴と思われる ピッ ト は西 ・ 南の壁外と住居祉内南東の隅で‘確認したが， ともに主柱穴

とはなり得ない。 カマドの存在痕跡は認められなかった。 造物は覆土 5 層のうち， 第 旧 !冒(赤

褐色粘質土層) と床面直上より出土した。

遺物(20図 1 �1O， 20図 版38 �40) 本住居祉の出土量は少ない。 土師器 ・ 須恵 務 ・ 灰勅陶

穏が出土している。 土師器 ・ 杯形土器が多 く ， その中でも内面黒色処理されたものが多い。 灰

柑陶穏は台付皿形土穏 ・ 椀形土器及び瓶子片が出土している。 須恵擦は坊;形土器・整形土様}十

があるが， 覆土からの出土であり， 本住居祉に位置づ く かは， 不明である。 また台 付語形土探

( 9 )の外面底には焼成後， 不明の刻文を残す。 (小平和夫〉

12  第12号住居祉

遺構(10図， 9 図 版23， 10図 版25・26) 中部住居祉群の中位に位置し， 13・14号住居祉を

切り込み， 砂利混り黒褐色砂質土を掘り込んで構築された住居祉で‘ある。 プ ランはほぼ南北方

向にあり規模は主砲h4.6m x東西 軸4. 65m を測る。 壁はし、 く 分傾斜するが良 好であり， 南壁46

c m ・ 西壁34c m ・ 東壁20c m を 計り比較的深い竪穴住居祉である。 床面は中央でい く 分窪むが相対

的にみると平坦であるが床面の状態は良 く ない。 柱穴らしきものは不規則な20c m内外の ピッ ト

4 個が確認されたが， 位置等において主柱穴にはなり得ない。 支柱穴であろ う。 カマドは南壁
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に設けられたと思われ， 火床のみ残存す る が， 北壁中央よ り やや東に焼痕があ り ， 住居祉期間

利用においての差であろ う か。 !貯蔵穴と思われ る ものは四壁I�J�の不整楕円形(深さ16cm)・南

壁束よ り に方形の も の(深さ20cm) ・ 東北壁隅に不整楕円形(深さ20cm)の 3 ヶ 所あ る 。 ま た

東壁北側中央よ り の床面上20C71!付 近から壁上面にかけ小円礁の集石があった。 覆土中であ る の

で本住居祉との関 係及び性格は不明であ る 。

遺物(20図11�18 ， 21図，22図， 20図 版 41�49 ， 21図 版 ，22図 版61�63) 本住居祉の 出土

量は非常に多く，他住居祉のものよ り 3 倍以上あ る 。 覆土及び床面からの出土は住居祉全体に認

められ，特に集中して杯形土器が方形 ピ ッ ト 中にあった。 この他土師器は床面及 びその直上に完

形に 近い杯形土器が多く出土したが， 破片は覆土中よ り 多く出土してい る 。 須恵器の出土量は

少 な く， 覆土中より 聾形土然体部破片が数点出 土したにすぎなし、。 床面よ り 半完形のへ ラ オ コ シ

手法をもっ杯形土器が出土してい る 。 伝 w:品であろうか。 灰粕陶器の出土量は他の住居祉よ り

も多く， 器種別て、 は台付皿形土器(含輸花血 3 点〉 ・台付椀形土務・長頚瓶子等があ る 。 ま た

他の住居祉に認められな かった土師器片口鉢が 3個体分， そして砥石・土製紡錘車が覆土よ り

出土 し この他に角釘状の鉄製品が出土してい る が， 腐食が著しい。 (一条隆好・矢口忠良〉

13 第 13号住居祉

遺構( 9 図 2 ， 9 図 版23) 南北の両辺をそれぞれ11号・12号住によ り 切 り 込ま れた|潟丸方

形の プ ラン を 呈する 住居祉であ る 。 砂利混 り 黒褐色砂質土層から掘 り 込ま れて構築されたもの

で， 主軸はほぼ南北を指し， 主軸4. 4m x短萌114. 3mの規模を 有す る 。 地形に沿って西壁が高く

18cm・東壁は12cmを浪11 る。 床面は南から北へ傾斜してお り ， 全体に軟弱であ る 。 北西 ・ 北東隅

に支柱穴と思わ れ る 深さlOC7I!の小 ピ ッ ト があ る 。 ま た南東隅 付近にカ マドの火 床と思われ る 径

30cm幅の焼土を 検出し， 左側に石材と思われ る礁が散在していた他カ マドの痕跡は ない。

遺物(23図 1 � 4 )  本住居主1:の出土量は少なく， すべて破片の土師器と灰軸陶器であ り ，

完形品の出土は なかった。 土師器杯形土器は浅い椀形を 示すものが多く， ま た黒色処理された

ものが多い。 大形の整形土器の体部 下半は 叩き整形が施さ れ る 。 灰軸陶器は台付椀形土器と瓶

子片が出土してい る。 (小平和 夫・矢口忠良〉

1 4  第14号住居祉

遺構(10図 9 図 版23) 中部住居祉群の最北に位置し， 南壁 付近は12号住居祉によ り 破壊

され る 。 住居祉は砂利層を掘 り 込んで構築され， 一辺4. 5mのほぼ方形の プ ラン に な る と思わ

れ る 。 主軸方向はN50 Eであ る 。 壁は直に掘られ， 壁高は西で40cmあ り ， 東に したがって漸滅

し， 東壁では20cmにな る。 床面は西半分は 良く， 東側は軟弱であ る。 カ マドは北壁に構築され

た可能性が強く， 北壁西隅に 長軌1. 5m ・ 深さ40cmの不整円形の貯蔵穴があ り ， 内 部から整形

土器， 木炭， 焼土等が 検出された。 柱穴は認められなかった。

遺物(23図 5 �12， 22図 版64) 本住居 枇からの出土量は少ないが， 土師器・須恵器・灰粕
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陶器 ・ 緑糊陶器が出土して いる。 11は体部下半の一部を欠くが， 口縁部から底部 まであり， 本

遺跡p佐ーの全体を知り得る大形の整形土器である。 須恵器杯形土器(10)は覆土からの出土で

ある。 他に整形土器片 がある。 緑軸陶器は 3 点出土して おり， 色調は深緑色で， j]合土は灰白色

を呈し堅徽である。 (I!鳥海本昭〉

15 第15号住居祉

遺精(11図 1 ， 10図版27 ， 11図版28) 中部住居祉群の最も東に独立して 検出された。 プラ

ンは各辺とも丸味を帯び， 隅丸方形住居祉である。 主軸はほぼ東西にあり， 規模は主軸5.0 m

X 南北軸5 . 1 m を測り， 壁高は西で32cmを最高に， 東に向け潟ílí滅する。 ただ東壁は水田の造成

により破 壊され て おり， 現高 6 cmを狽IJるのみである。 床面は平坦であるが軟弱で、ある。 カマド

は南東隅に設けられて おり， 調査時には破 壊を受けており， カマド構築石材 ・ 焼土等が散 在 し

て いた。 この中に石棒が 1 個遺棄されており， その出土状態は南壁下の焼土上に横倒しになっ

ており， 再利用のおもむきがあった。 柱穴はカマド付近を除き各隅付近に認められ， 径20c1lt ・

深さ15 �20cmを測る。 他に住居中央にほぼ東西に並ぶ 5ケの不整円形 ピッ ト がある。

遺物(24図1 �10， 23図版65�68) 本住居祉の出土量も少なし、。 土師訴が圧倒 的 量 を 占

め， 須恵器整形土器片 ・ 灰紬陶器が若干混入する程度である。 出土地はカマド周辺に多く認め

られた。 この他特記すべきことに確認覆土最上層より和鏡が 出土したことであるが， はたして

出土状態より本住居祉に積極的に結びつくものかは不明である。 また石棒の出土も 注 意、 を 要

し， 焼けを 受けた様子はなく石棒再利用の可能性がある。 (佐藤信之・矢口忠良〉

16  第16号住居祉

遺構(11図2 ， 12図 版30) 下部住居祉 群の上位最南に位置する。 水田 造成時に南・商及び

東壁の一部が破 壊されて いたが， 北壁・西壁から して |偶丸方形の住居祉が想定される。 西壁高

は溝の構築により北壁よりやや深く21Cl1!を測る。 床面は平坦で軟弱である。 柱穴・カマドは不

明である。

遺物(24図11�15 ， 23図版69 ・ 70) 本住居祉の出土量は少ない。 覆土上面より須恵器葦形

土器が， 土師器杯形土器 ・ 鍔釜形土器 ・ 整形土器片は床面から出土した。 整形土器は体部に叩

き 目 を残す。 (宮下健司)

17 第17号住居祉

遺構(12図 2 ， 11図版29 ) 下部住居祉群の最西に位置し， 黄色砂質土層中に構築された住

居祉で， プランは主軸がほぼ南北を指し， 主取115.65 m x短刺14. 8 0 m を測る胴張りの隅丸方形を

呈する。 確認面より床面の壁高は浅く， 東壁25cm ・ 南壁では 3 Cl1!を測るにすぎなし 、。 水田造成

時に削平されたためかもしれない。 床面は平坦で軟弱であるが， 西壁 円こ南北 3. 40 m ・ 東 西

1. 10 m の範囲に貼り床がみられ， 他の床面より平均 5 C1lt程 高 L 、 。 柱穴は南西隅 ・ 住居社中央付
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近・ カ マ ド 周辺に計. 4 箇所確認 され， 前者の 2 個は径45cmの掘り方と中に径15cmの柱痕で、あろ

う と思われる ピ ッ ト がある。 カ マドは南東壁|間にあり， 調査時 に は すでに破嬢を 受けて おり，

周辺に構築材料の角礁が散在し， 広範囲に灰の撹散がみられた。 灰の撹散部は僅かに窪み， 燃

焼却lは深さ12cmを 測り， ピ ッ ト 状になる。

遺物(25 図， 24図版) 本住居祉の遺物量は比較的少ない 。土師器のみ出土して おり， 杯形土

器( l�4) ・鍔釜形土器( 5 �7 )・整形土器片があり， 総体に杯形土器が 目 立つ。 杯形土

器は壁に 沿って， 鍔釜形土器は住居社全体に散布して いた。 尚本住居祉覆土中から腐食が著し

いが， 紹聖元宝と判読 される古銭が出土した ことは 注 目 される。 (矢口忠良)

18 第18号住居祉

遺構(12図1 ， 12図 版31， 32) 遺跡の南端で， 南東に緩く傾斜する斜面に構築 さ れた住居

祉で， 黄色砂質土層を掘り込んでいる。 プランは主軸が東西 にあり， 主軸3. 7m x南北軸3. 9m

を 測る隅丸方形の プランである。 壁は地形により， 北 ・ 西 壁が高く15cmを 測る。 床面は平坦で

堅徽である。 カ マド・柱穴等の住居祉 付属施設は検 出 さ れなかった。 遺物は壁よりに多いが，

床面全体に 散布していた。

遺物(26図， 27図1 � 8 ， 25図版〉 本住居枇出土の遺物は比較的多く， 土師器のみの 出土

である。 特に杯形土器の 出土が目立った。 杯形土器で図 示できるものは29点あり， う ち内面黒

色処理 されたものが10点・両面黒色のもの 1点あり， その う ち放射状暗文が付 されているもの

が 4点， 更に高台が付くもの 7 点ある。 整形土器は小形のもの 2 点・大形のもの 1 点、あり， そ

の破片 数は少ない。 (小平和夫〉

19 第19号住居祉

遺構(13図 ， 13図 版33 ) 遺跡東端に位置し， 21号住居祉を切り込んで構築 さ れた住居祉で，

主iJïlhはほぼ南北を指し， 主軸4.8m x短刺14. 3mの隅が直角に近い隅丸方形を 呈する。 壁は地形

の傾斜から西 で高く17 cm， 東で低く 9 cmを 測る。 床面は平坦で軟弱である。 柱穴はなかった。

カ マドは 住居社南東壁隅に， やや南につき出 して設けられている。 すでに 破壊 さ れ， その構造

は不明 であるが， 周辺にかなり多くの礁が残存していた。 南西壁隅に60cm・40cmの楕円形を し

た深 さ15cmの ピ ッ ト が 2 個あり， 覆土に河原石が集中していた。 貯蔵穴と考えられる。

遺物(27図9 �17 ， 26図 版86�88， 28図版115・116) 本住居祉からの出土遺物は比較的少

ない。 土師様 ・ 須恵器・灰紬陶器が出土している。 土帥器は皿形土器 ・ 杯形土器・護形土器が

あり， 杯形土器が目立つ。 須恵器は 2 点出土して おり， 9 は へラ オ コシ 手法を有し， 10は椀形

の低い高台を 付す杯形土器で， 地窯生産 品で、なく， 移 入 品 であろ う 。 灰勅陶器は少 な い が 肌

形 ・ 段皿形陶探が出土している。 (唐木孝雄 ・ 矢口忠良 〉
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20 第20号住居祉

遺構(13図， 14図 版35 ) 19号住居祉の 東側に位置し， 21号住居祉の北東1�lj�を破 峻してつく

られる。 掘り込み土層は黄色砂質土である。 プ ランは|絡の丸味が少ない隅丸方形を 呈し， 主軸

方向はほぼ南北を指し， 主軸5 . 8m x 短軸4.6mを測る。 床面は砂質土で堅く， 緩やかな凹凸が

みられた。 南側半分にカ ヤ に 似た植物の灰が薄く分布していた。 床に敷かれていたものであろ

う。 柱穴はなか っ た。 カ マドは南東壁隅に設けられるが， すでに破 壊されており， 周辺に石材

が認められた。

遺物(28図1 �26， 26図版89�102 ) 本住居祉の 出土造物は比較的多く， 土師器 ・ 灰 糊 陶

器 ・ 緑軸陶器が出土している。 土師器が圧倒的に 多く， 所謂カ ワ ラケ様小皿形土器11点 ・ 杯形

土器12点あり， 杯形土器には内面黒色処理されたもの 6点， このうち放射状暗文を有するもの

1 点， 高台を 付されたもの 3点ある。 整形土器はすべて破片で， その量は極少である。 灰靴陶

器はすべて椀形で， 数点出土しているにすぎない。 緑軸陶器は図示した 1 点出土したのみであ

る。 (唐木孝雄 ・ 矢口忠良 〉

21 第21号住居祉

遺構(13図， 14図版36) 19号 ・ 20号住居祉 の中間の南側に位置し， 両住居祉に一部を 切り

込 ま れている。 プランは隅丸方形を 呈し， 主軸は 5 250 Eを指し， 主唱114. 2m x短前113. 8 1n の比

較的小形の住居祉である。 壁高は各壁とも 8 cm以下で， 掘り込みの浅い住居祉である。 床面は

軟弱である。 柱穴はなかった。 カ マドは南西隅に構築されているが， 調査時にはすでに破 綾さ

れていた。

遺物(28図27 �30， 28図版117 ・ 118 ) 本住居祉の出土量は少ない。 遺物は土師器と灰軸陶

器で， 灰軸陶器は完形の段皿形陶器で 1 点出土している のみで・ある。 土師器整形土器片は数点

にすぎない。 (唐木孝雄 ・ 矢口忠良 〉

第 2 節 井 戸 祉

遺構(12図3 ， 15図版37 ) 住居祉群のほぼ中央のやや北側に位置 し 砂利混り黒褐色土層

を 掘り込んでおり， 平面 プランは長軸を東西にとる不整楕円形であるが， 南東部はやせる。 長

軸1.7 5m ・ 短軸1. 15mの規模で， 井 戸本体は径 1.1m の 不整円形を 呈し， 深さ回c mを測る東側

の出張りは水混用 の 為の 段状施設か， 確認面より24cm低い。

遺物(29図 2 ， 27図版111) 分布調査の際 検出した完形の杯形土器及び本調査での土師器 ・

界形土器 ・ 整形土器片の他， 木炭片が出土している。 (片山 徹 〉
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第 3 節 土 墳

1 第 1 号土鳩

遺権(12図3 ， 15図版38 ) 井戸祉の北側60cmで隣接し， プ ランは小判形を呈し， 主軸3. 0

m x短軸2. 2mで深さ36c7l!を 測る。 北東にかた よ っ た丸底の土捕で， 底面は砂利層 になる。 遺

構内南に大礁の集石が認められた。 性格は不明 である。

遺物 覆土中に土師器杯形土器片が， また割板状木片が出土した。 (片山 微 〉

2 第 2 号土墳

遺構(11図 3 ， 16図版39 ) 本祉は16号住居祉の床面を掘 り 込んでつ く られてお り ， 16号住

居 祉 よ り 新しい。 プ ランは不整構円形を呈し， 長軸1. 8m x短軸1 . 6mを 測る。 壁は な だ ら か

で， 四壁近くは18cm・東壁は6cmになる。 床面はほぼ平坦であるが， 東から西 に 傾斜する。 覆

土には比較的多量の木炭・焼土が混入してお り ， 南壁近 く には大きな礁が， 北壁下に偏平に近

い角礁の集石が認められた。

遺物(29図3 �1O， 27図版103�109 ) 床面及び床面上lOcm前後の覆土中 よ り 土師器台付盤

形土器 3 点， 杯形土器 4 点， 小形手控形土器 1 点が出土した。 小 仁 : 形土器 ・ 小形手控形土器

の本遺跡において住居祉からの出土例がな く ， 遺構とと も に特殊な使用が考えられる。 この他

に須恵器聾形土器の体部片が出土している。 (宮 下健司〕

3 第3号土墳

遺緑豊(11図3 ， 16図版40) 17 号住居祉の東側に位置する。 プ ランは不整の楕円 形 に 近 い

が， 西 壁は直で， 北 ・ 南壁は張 り 出 す。 長軸は南北にあ り ， 長軸2. 8 1凡 × 短軸2. 35mをðllJ り ，

深さは20cmで‘ある。 床面は平坦である。 床面上に 7 個の礁が散在している。

遺物(29図11) すべて覆土中からの破片出土であ り ， その量は少ない。 土師器 亦形土器・・

聾形土器片のみである。 (岩佐哲夫)

4 第 4 号土横

遺構(12図1 ， 16図版41) 18 号住居祉の西側1. 1mのと ころにあ り ， 主軸方向をN 300 Wを

指す円形に近い不整楕円形を呈する プ ランになる 。主軸1. 1m x短軸0. 85mで， 深さ24cmを 測る 。

覆土に 人頭大の 円礁が混 じる。

遺物 土師器杯形土器が 3 点出土したのみである。 (矢 口 忠良 〉
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第 4 節 潜 祉

遺構 12 号住居祉から 15 号住居士ù:にかけ， 覆土上部の 黒褐色砂利層 中 にあ る 。 幅 は 平 均 30

cm・深さ 4 C71Lで， 流路は等高級lにたいし直交する 。 住居祉よりも新しく， 自 然的であ る 。

遺物 周辺より古瀬戸瓶子片が出土した のみである 。 (小林 平〉

第 5 節 そ の 他 の 遺 物

(29図1 ・12・13， 27図版110 ・ 112)

遺構外からの出土量はそれ程多くない。 遺構年代と同時代のものがそ のほとん どである 。 土

師器が最も多く， 須恵器・灰糊陶器・緑紬陶器はわずかであ る 。 この時期以降のものに 1 の瓦

質土器があり， 青磁陶器・古瀬戸灰粕瓶子片が数点出土して い る 。 lは分布調査の際水田 床土

下より径40cm・深さ3j)c7ILの ピッ ト 中から正位で出 土したもので， 蔵骨総を思わせ る (29 図 版

122)。 この他中 世 の遺物が出土して い る わりには遺構の 存在がなかった。 (矢口忠 良)

2. 4  



第 5 章 浅川西条遺跡に つ い て

立地 山付けに近い扇頂部に 位置し， そ こには約 5 kmの間隔 で、扇状地を構成した小河川が流

下する。 本遺跡に関 与するものには駒沢川と白山 沢が大きな作用を及ぼしている ことは先に述

べたとおりである。 これらの河) 1 1 は護岸工事が進み， 上流に砂防堤がつくられ， 近頃では鉄砲

水による被害はほとん どないが， 古老の話では， 昭和年代に入っても， 水田・畑はもとより，

徴高地にある家屋に まです日出水があったという程の荒れ川である。 このような洪水により形成 さ

れた扇状地は， 地盤が砂利層・砂質土層 になるのが普通であり， 土壌的には肥沃な土が堆積 さ

れそうだが， 水持 ちが悪く， 水田耕作 に向いていなし 、 。 また一段高い微高地 ま で 濫 水 が お お

い， この地に集落が営 まれた こと さ え想定できなかったが， 分布調査により造物の散布が認め

られ， 遺跡が確認 された。 遺跡上方部は 開発によるものよりも この洪水により洗わ れ た も の

か， 遺物包含層 はもとより， 遺構商 さ え深く削られており， 少量の造物は採集できたが， 遺構

は認められなかった。 造物出土範聞は 3 haと大規模なものであったが， 調査を終え前述の諸条

件により， 今回 調 査した駒沢川に沿った， 川に対して自然、堤防上， 地形的には 旧流路で形成 さ

れ， 他よりいくぶん高い微高地上に集落が構成している。 検出 された遺構確認蘭は 緩く傾斜す

る地形のいくぶん平坦になる部位にあたり， 調査前の水回面積・幅は上音15に比べ大きくなる こ

とと一致しているo また分布調査の結果によると， この徴高地より離れ旧流路と思われると こ

ろ(南北徴高地下〉 から 出土する遺物は徴高地上のものに比べ， 二次堆積による磨 滅 が 著 し

く， 出土量は激減する ことからも裏付けられるところ である。 遺構確認地の徴地形は， 徴高地

上の南傾斜したその部位に集落が構えられる。 また山麓部の白山 沢の押し出しによる扇状地に

も少量の造物が散見 されたが， それは小片で， 磨滅してい， 二次的な堆積が考えられる。 やは

り山付部に集落の可能性があり， それは小集落であり， 白山沢の押し出し堆積を考えると恒常

的なものでなく， 短期間一時的なものと考えられる。 このような扇状地形に存する集落は， そ

の構成した・河川に存否がかかってい， そしてそれが形成した徴 高地上に営 まれるのであるが，

裂を返せば水田可能地を求めた集落構成員の涙ぐ ましい程の努力をみるのである。 この傾向は

人 口 の憎加はもとより， 過酷な権力者による収奪を意味しているように思え， 平安時 代頃より

活発化し， 荘園開発と再編成のはげしさが伺がえるのである。 ただ この扇状地上端部で弥生中

期の遺跡が確認されているが， その後当期になる までその痕跡をみない 。

遺構 木遺跡の検出 された造椛は前述したと ころ で あり， こ こではその大略を記したい 。遺跡

上部の黒褐色粘質土及びその 下閣の黄色砂質土を掘り込んで構築された住居祉群( 1 �10号)・

中部の砂利混り黒褐色を主として掘り込んだ住居祉群(11�15号)及 び下部に位置し， 黄色砂

質土層を掘り込んで構築された伎居祉群(16�21号〉に大別できる。 住居祉構築面は相当重要 視
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されていたと思 え ， 砂利混入層を避け， ほとん ど の 住居祉は砂利の減少地・粘質土層・砂質土

層中にある。 明らかに砂利混入層に 構築 された も のは14号のみである。 ちなみに 9 号・12号 ・

15 号の北側は醗混 り 砂利層になる。 上 ・ 中部 の遺構は重複関 係にある も のが多く， 集落あるい

は住居j止 立地 の条件が良 かった も のと思える。 遺構確認面 の 黒褐色粘質土層 にその鍵があ り そ

う であるが， その好条件は何にあるかは不明 である。 住居祉の規模は 2 号住居祉の主jl�b5 .35m 

× 短軸5 . 15mを最大と し 5 号住居祉 の主軸2 . 7m x短軸2 . 7 mを 最少とする。 全体の規模は小

形化 し て いるが， そ の 偏差は大きく， わずかに一辺4. 5m 付近に標準が認められる。 プランは

主軸方向に長い隅丸方形を基本と し て いるが， I偶が比較的直角 に近い 住 居 祉 ( 2 ・ 4 ・ 6 ・

7 ・ 9 ・ 10・ 16 ・ 19 �2 1号〕 があ り ， 他は丸味を帯びる。 また17 号の壁は胴張 り になる。 調査

で確認した 2 号よ り 1 号が 4 号よ り 3 号が， 6 号よ り 3 号が， 8 号よ り 7 号が， 7 号よ り 6

号が， 6 号よ り 5 号が， 13号よ り 1 1・ 12 号が， 14号よ り 12 号が， 2 1 号よ り 19 ・ 20 号が， 16号よ

り 1 号土j演がそれぞれ新しいとい う 関 係を見 る限 り ， 形態による時間差を本遺跡で見い出す こ

とは困難である。 カ マドの位置を見ると 1 ・ 2 ・ 4 ・ 5 ・ 7 号は東壁中位のやや左側に， 3 ・

8 �10 ・ 12 ・ 14号は北壁やや右側に構築 されるが， 12は他に南壁中位に主たるカ マ ド がある。

住居祉主軸に対し， ほぼ併行地点にある。 重複関 係によ り 3 号と 4 号の新旧が気になるが， 総

じ て北壁にカ マドを有するものが古く， 東壁に有する も のは新しい傾向にあ り ， ある程度のl時

間差を思わせる。 次に中部集落の 13 ・ 15 号及 び下部集落群 ( l6�2 1号〉 はカ マドを 南東隅に構

築して お り ， 一群をなすものと思われる。 ただし2 1 号は南西隅に， 16・18 号はカ マ ド の痕跡は

なかったが， 本群とのかかわ り は掘 り 込み土層・カ マ ドを壁隅に設けている点及び位置から，

時間的に本鮮 に 入れて 志 良 いだろ う 。 カ マドの変選は壁中位から， 序 々 に|嶋に移行し， 最後に

は隅に設置 さ れる ことから， 上部集落群一一〉下部集落に移行がみられるといえよ う 。 次に住居

使用期聞は， 上部・中部 住居祉は重複関係にあ り ， カ マ ド を 同方向に も つ も の の 重 箆 が 目 立

ち， また一概には言 え ないが， 7 号に対する 6 号の貼 り 床， 6 号に対する 5 号の掘 り 込みの深

さ ， また 2 住居JJ上上の 1 号住居祉のあ り 方及び， 遺物の函から整形土器の出土が少ない等の こ

とから， 短期間使用が伺がわれる。 この他遺構とし て中部集落と下部集落の北側中 央 に 井 戸

祉 ・ 1 号土績があ り ， 集落中央に井戸祉がある ことは集落構成上注目 されるべき ことであ り ，

共同利用を意味 し て いるものと考えられる。 それに隣接する 1 号土摘は これとの関係から洗場

的 性格が う かがわれる。 3 号土棋は特異な覆土状態， 遺物が 検出 されてお り ， 祭干E的様相を う

かがわせるのであるが， 意味する も のは不明である。 次に内部施設について 触れよ う 。 カ マド

は地山 を 掘 り 込んで， 両制l に 立石を用い構築するものが基本であ り ， 周辺 の 石材散布状態から

石芯粘土製カ マ ドであろ う と思われる。 火床は掘 り 窪められ， 焼土が残存している。 9 号のカ

マ ドの み， 火床は室内構築でなく， 壁外に張 り 出して 設けられる点は他に例を みない。 貯蔵穴

を 有する住居祉は 3 ・ 7 ・ 12・14 ・ 19 号に認められ， 他 の住居祉には存在しない。 3 ・ 7 ・19

号はカ マド右側に， 14号は左側に ， 12号は3ケ所 検出 され， 時間差に関 係ないよ う である。 柱

穴は本遺跡でも確かなるものは 検出 されなかった。 柱穴あるいは支柱穴と思われる ピッ ト が存
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在したのは 8 ・ 12 ・ 15 ・ 17号に すぎなく， それも不規則で， 住居とし て上屋構造を想定すると

主柱穴として役に た たないものと考えられる。 住居祉内に土台的な材 木があり， その上あるい

はくりぬし 、 て， 柱を立 て たものと考えられるが， 積極的根拠を検出することがなく， 今後の新

知見を待 ちたL 、。 周務は 4 ・ 9 号にみられるが， 全周しない。 特に 4 号は西 ・ 南壁下構内に偏

平な列石が認められた。 性格は不明である。 床 ・ 壁の状況は 調査時では地下水が浅いためか比

較的軟弱であったが， 床面は平坦であるものが多い。

遺物 総 じ て土r:同 様が圧倒的に多く， それも杯形土器の出土量が著しく， その中に須恵紫 ・

灰軸陶器 ・ 緑勅陶擦が混入する程度の出土量に すぎないが， 須恵、穏を除き当地に於てこれらは

散見する程度の 出土例であるのに本遺跡では多量に消費しており， また緑勅陶器の多出土は初

現である。 土師穏は杯形土器が多いことは前述したところであるが， 比較的多くの出土をみた

1 ・ 12 ・ 18 ・ 21号をみると 1 号は口径と標高の標準は13. 2 ・ 3. 7c7ltに中心があり， 各 1 C7ltの

範囲に群をi構成するものと， 数は少ないが15 . 5 ・ 4. 8cmに中心があり， 0. 4cmの範囲に一群の 2

群に大別でき， 底径は前後者の群とも4. 8mを中心として まと まるが， その幅は1. 8cmあり一様

でない。 12号は灰和1陶探の多量出土住居祉で， 灰軸陶器(椀部のみの数値〉 と土師器との比較

では血形 ・ 椀形とも口径 ・ 底径 ・ 器高とも大きな数値になり， より椀形を呈して いる。 奈良 時

代須恵探の口径 ・ %f高はその中間に位置し， 底径が大きい点興味深い。 18号では口径 ・ 底径 ・

穏高ともパラ つきが目 立ち， 集中点はみいだせない。 また高台付土器(杯部のみの数値〉 に口

径 ・ 器高とも大形のものが目立ち， 高台を付すものと， 付さないものを成形時に意識して いる

ことが伺がえる。 20号は皿形土器が目立 ち， 平均口径10cm ・ 器高 2cm前後と小形で， 杯形土 穏

との数値を明確に している。 これらの各住居祉出土土器における内面黒色処理されたものと，

されないものとのこれら数値差からの特異性は見 い出せないが， 相対的に黒色処理されたもの

方が椀形になるものが多L 、 。 整形は ロ ク ロ 整形を基本とし， 黒色処理されたものは口縁部で ヨ

コ ミガキ， 体部はナナメ ・ タ テ ミガキが施こされるものが多く， また放射状暗文を付されるも

のもある。 この他聾形土器は 3 号の出土遺物で大別したものが基本となり， 他に小形の薬壷形

のものがある。 全体の務形は頭部は外反し休部中位付近で張る烏帽子形を呈する。 整形は ロク

ロ 整形を主とするが刷状工具による ヨ コナデ ・ へラケズ リ 及び須恵器にみられる叩き整形等の

方法による。 小形整形土穏の底部に 糸切り痕を残す。 鍔釜形土器は16・17号から出土しており，

厚い鍔を有し器高は比較的深い。 鉢形(片口〉 形土器は12号に認められ， 3 個体ある。 内外面

は組い ヨ コ ヘラ ミガキが施され， 黒褐色及 び黒色を呈する。 これらの胎土には茶褐色の泥岩質

の石粒を含んでおり， 同一地域の同一粘土で焼成され ており， 保存状態の関 係からか軟弱で器

面がざらつくものがみられ， 焼成はあまり良 くない。 須恵器の出土量は少なく， 中でも大形整

形土器体音ß片が 目 立つが量的には少なし 、。 表面は叩き目を残し， 青灰色の焼成の良 い土器であ

る。 地窯産のものであろう。 この他奈良 時代に比定されるへラ オ コ シ 技法による杯形土器が出

土しており， それも床面からの出土であっ て ， 当時住居内に持ち込 まれたものか， 伝世品 で 、あ

るか定かでないが， 半形品でイ自に破 片がないことから， 持 ち込 まれた可能性が強い。 また地窯

27 



産の蓋形土器も出土しているが， 杯形土器で灰勅陶器とともに移入されたものか， 地窯のもの

とは思えないものがある。 地窯はすでに消滅期にあり， その生産は細 々 として主として大形聾

形土器の生産があった ことを意味している。 灰紬陶器は段皿を含む皿形 ・ 椀形及 び長頚瓶子等

の器種が出土しており， 全てに高台が付される。 椀形陶器片が多 く 出土しており， 施 和I は 簿

く， ハケ塗りのものが多く， 体部全面に施 こされるものは皆無である。 緑軸陶滞は14 ・ 20号の

みで 検出した 4点にすぎない。 この他土製紡錘車 ・ 角釘状の鉄製品 ・ 鉄浮が各一点ずつ出土し

たのみで、ある。 本 調査で特記すべき遺物に15号覆土上面から出土した藤原時代に鋳られたと思

われる和鏡と17号住居祉から出土した古銭がある。 和 鏡が集落から出土する ことは珍らしい例

で， 緑柑陶器とともに祭犯的臭いが強い。 また古銭は銅銭で， 緑青がふき， 腐食が著しく判読

困難であったが， 紹聖元宝と判 じ た。 と も に住居祉， 集落構成時を判 明する重要な 資 料 で あ

る。 この点と須恵器消滅及び灰軸陶器の多量の移入と消 費， 杯�f�土器の小形 . illl形化， 須恵器

整形土器の特長である叩打技法の土師務への技術導入等一連の傾向の中で本住居祉出土遺物は

平安時代末葉に位置づけられよう。 (小林 平 ・ 矢口忠良〉
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第 6 章 結 一詰…

長野市浅川西条遺跡の緊急発槻調査は， 昭和50年 7 月 15 日 より 8 月 19 日 まで， ほぼ 1 ヶ 月 に

わたる長期の調査であった。 しかし， 炎熱に晒された労苦と， 発掘調査面積の膨大さを考えた

時に， やはり費用 ・ 時間の問題は調査の進行の上に大きな制約となり重苦しくのしかかってき

ていたことは事実である。 この ことを抜きにして浅川西 条遺跡の 発掘調査の成果をすべて語る

ことはできないと考える。

発掘調査に携わった調査員は， 諸 々 の困 難を研究者として真撃に 受け止め， 出来得る限りの

努力を試み， 発掘調査の延長線上で， とりあえず上梓したのが本報告書である。 したがって，

本報告書は， 決して研究成果としてのものではなく， 調査の終了した時点で得る ことのできた

事実の報告以外の何物でもない ことを明記 しておきたL 、。

さて， 本調査遺跡の概要は本報告書を一読して頂く ことにより， 御理解いただけると考える

が， やはり遺跡の 性格としては「住居枇群」 として把握したい。 I集落」 と 「住居祉群」の理

解の相違は多くの研究者により論議されてきているが， こ こでは ， Iムラ 」としての 「集落」

ではなく， 一定の使用 目 的を持った 「家屋」 が井戸を中心に して住居祉群を構成していったと

考えたい。 第 5 章でも述べた如く， 遺跡内の各住居祉は， かなり個 性が豊かである。 住居祉の

規模 ・ 構造・付属施設などと， 更には住居祉内外よりの出土遺物を考慮、すると， いわゆる家族

生活を単位とする 「ムラ 」というよりも， 一定の生産 目 的を持った共同体の生産を容易ならし

めるための機能を備えた建造物( 家屋〉 がかなり存在していたのではないかと考える。

出土遺物から推定される時間帯は平安時代末期より鎌倉期全般を貫いて考えてよさそうであ

る。 そして， 文献などを併せて推考するに ， やはり「謹菩提院領若月 圧」 の問題と切り離して

考える ことはできなし 、。 読菩提院というのは ， 堀河天皇の中宮， 後三条天皇の第四女篤子内親

王の建立で， 大治3 年( 1128)供養が行われている。 この時同院に寄せられたのが謹菩提院領

である。 若槻圧の範囲は 明確ではないが， 旧若槻村 に 当ると考えられている。 しかし， 尊卑分

脈に依るときは ， 若槻氏の中から押田氏を称するものがあって， 庄内を分知したものもある以

上， 押田も また若槻庄内で・あった ことが推想される。 天正頃の諏訪社造宮史料には若槻圧の筆

頭に真弓 田郷が記載されていて， 明 かに押田 ・ 檀回以東が若槻圧に包含されていた 如 く で あ

る。 従って， 浅川西 条遺跡は， 若槻氏の分知した地域で、もあり， 若槻氏一族の開発を進めた所

であるかと想像される。 この点からは， 平安時代末の庄園の成立とそれに伴って進められたで

あろう新地開発の経過を知る手がかりが得られはしまし 、かと期待がある。 しかし この問題は今

回の調査を契機として， 今後の課題として残された問題であろう。

最後に， 炎 暑の調査に引き続いて， 遺物の洗糠・接合 ・ 原図の整理を担当 された調査員， ま
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た多忙な勤務 ・ 勉学の聞に原稿を まとめられた執筆者の各位には， 調査団を代表して心より御

礼申し上げます。 (米 山一政〉
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1 1  
1 2  
1 3  
1 4  
15 
16 
17  
18  
19 
20 
21  
22 
23 
24 
25 
26 
27 

第 1 号 住 居 士止 出 土 遺 物 ( No. 1 ) ー ー … . . . . . . . ・第 1 4図

図 器 法 盆 ( cm )  
版番
号 種 器両 口 径 底 径

16 台 付血 2. 6 1 5. 1 5. 7 
11 14 .  0 

8 i不 3. 8 13. 0 4. 8 
9 11 3. 7 12. 3 5. 0 

1 3  11 4. 6 15.  3 5. 7 
1 5  11 4 6 13. 3 4. 9 
6 /f 3. 5 13. 4 5. 2 

11 4. 5 14 . 7 5. 8 
1 7  11 3. 4 13. 8 5. 8 

/f 3. 6 1 2. 7 6. 0 
3 /f 5. 1 1 5. 5 6. 0 
4 11 3. 2 13. 4 5. 5 

1 2  /f 3. 9 13 .  7 5. 1 
" 4. 7 1 5. 3 5. 8 

2 " 3. 6 13 . 4 5. 5 
7 /f 4. 1 1 3. 1 5. 5 

" 1 5. 8 
5 11 3. 8 13 .  8 5. 4 

14 " 4. 1 1 2. 3 5. 0 
11 3. 3 13. 0 5. 3 
11 4. 1 1 3. 3 5. 7 
" 1 3. 8 

21  " 3. 5 1 2. 7 5. 0 
27 " 4. 0 13. 7 6. 3 
25 " 3. 7 12. 9 5. 1 

" 13. 9 
23 11 13. 5 5. 3 

形 態 上 の 特 徴

口 縁部は肥厚 し 外反 ・ 付高台
口 縁部は外反
椀形

11 

口 縁部はßE厚 ・ 体部は 直線的
口 縁部 は 外反気味 ・ 椀形

(' 

椀形
口 縁部 は 外反気味

/f 

口 縁部 は 外反
/f 

口 縁部 は漸減 ・ 椀形
11 

11 し 外反
" 

口 辰部 は 外反
口 縁部 は 漸減
口 縁部 は 外反
口 縁部は漸減 し 外反
体部は厚 く 、 直線的
体部は直 線的
口 縁部は肥厚 ・ 椀形
口 縁部 は外反 . " 

口 縁部 は漸減 . " 
/f • 11 

口 縁部 は 肥厚 ・ 1/ 

手 法 上 の 特 徴

内外面 と も ヨ コ ミ ガ キ
11 

ロ ク ロ 整形 ・ 糸 切 り ・
11 /f 

11 11 

11 /f 

/f " 

11 " 

11 " 

11 /f 

" /f 

11 /f 

11 /f 

11 /f 

11 /1 

/f 11 

11 

H 11 

H '/ 

" H 

ロ ク ロ 整形 ・ 糸切 り ・ ヨ コ ミ ガ キ
" " " 
11 " - 区闘された時文
" 11 - ヨ コ ミ カe キ
/f /f - 放 射状暗文
11 " - ヨ コ ミ カe キ
11 11 - 放射状暗文

胎 土

小 砂 含
小 石 含

11 - 軟
/1 • 11 

/f 

小 砂 含
小石含 . /1 

11 . /f 

/f . /1 

小 砂 含 . 11 

小 石 含
11 

11 

H 

/f • 11 

11 

" • 11 

/f . " 

11 • 11 

" . " 
" . " 

" 
" 
11 

/f . /f 

11 

1/ 

色
焼 成

外 面

良 黒補色
/f 黒 色

不 良 暗備色
11 赤禍色

良 黄褐色
11 除褐色

不 良 /f 

11 除禍色

/f 阪禍色

/f 惨禍色
良 黄偽色
" 11 

や や 良 /f 

良 /f 

不 良赤禍色
良 阪褐色

不 良 暗術色
11 赤禍色
" 策綱色
" 除褐色

不 良 暗締色

良 黄禍色
H " 

/f " 

不 良 赤褐色
良 黄偽色
H /f 

調
出土状態 備 考

内 面

黒 色 床 面 土師器 ( 半完形 )
11 " 11 

茶褐色 11 '/ ( 完 形 )
黒褐色 11 /f ( 半完形 )
黄禍色 11 11 

H 11 11 " 

赤褐色 11 /f ( 完 形 )
茶禍色 " 11 11 

灰禍色 /f 11 ( 半完形 )
赤褐色 11 /f 

黄褐色 11 11 ( 完 形 )
H 11 /f 11 

11 /f /f ( 半完形 )
11 /f " 

赤織色 /f 11 ( 完 形 )
黄禍色 11 " 11 

時禍色 " 11 

赤禍色 '/ " ( 半完 形 )
賞偽色 " " /f 

赤禍色 " " 

黒 色 " " 
" " 11 

H " " ( 完 形 )
H /f /f " 

/f 11 11 11 

11 11 " 

11 11 /f 



お 第 1 号 住 居 祉 出 土 遺 物 ( No. 2 ) . . . . . . . . . . . . . . . . . 第 1 5 . 1 6図

l 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
日
9 
10 
1 1  
I �  
I :l 
14 

2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 

9 

10 
1 1  

暮号
器 法 盆 ( cm) 

形 態 上 の 特 徴
種 器 両 口 径 底 径
I不 3 . 3 1 3. 8 6. 1 ロ 縁部は外反

�6 " 4 . 0 13 . 5 5. 1 I! 

1 9  " 3. 9 1 3. 1 6. 0 f本告I1は 直線的
24 /f 5. 0 1 5. :3 5. 6 椀形
10 " 4. :l 1 3. 2 4. 7 口 縁部は肥厚 ・ 腕形
1 7  " 3. 5 12. 8 5. 3 憐1彰
20 " 4. 8 15. 7 5. 1 " 
ワワ " 1 3. 9 口 縁部11は 外反
1 1  11 3. 2 1 2. 8 5. 4 /f - 椀形

11 1 3. ti /f 

28 号車 1 1 . 9  1 1 . 2 6. � 口縁部は緩く 外反 ・ i改対壬は体制1中{立
1/ �4. 0 口縁部は強 く 廊 曲 ・ " 
11 22. 9 数百H目立 「く」の事こ原f柱I"i此た径は体部上位
/f 22. 5 n縁部は肥 厚 し 、 面取 り
/f 22. 7 口敏郎は 立 ち 上 る

第 2 号 住 居 士止 出 土 造 物 ー ・ 0 第 1 6図

1 1 3  勾: 1 . 9 9. 2 4. 3 {本部は 直線的 ・ 小皿形
/f 1 . 6 16. :3 偏平 ・ 凝宝 J3!;ツマ ミ
宅昆 10. 2 口縁部は外反 ・ 最大径J主 体部 中 位

:.!O " 1 4 . 9 雰i部 は 続 く 外反 ・ " 
�9 " 22. 8 激部は l く 」の字く 屈 曲 ・ 仁l尉I1は面取り
: l l  " 1 8. 0 1 1 辰部に 長大径 ・ 体制iは 円 筒形

" 1 1 . 2 /f H 

" 体部下位の破片
11 " 
愛 1 0. 4 体苦IIJ泣大径は肩部

手 法 上 の 特 徴

ロ ク ロ 整形 ・ 糸 切 り ・ ヨ コ ミ ガ キ
H I! - 放射状階文
" H - ヨ コ ミ ガ キ
" " I! 

" " " 
" " " 
" 11 1/ 

11 " 
11 " 11 

" 11 

外耐 '1 テヘ ラ ナ デ ツ ケ ・ 内I制 ヨ コ ナ デ
ヨ コ ナ デ
ヨ コ ・ タ テ の櫛状工 具に よ る 撃形
ロ ク ロ 整形

" 

ロ ク ロ 務形 ・ 糸切 り
" - 天井部は へ ラ ケ ズ リ

外ilii ヨ コ ナ デ ・ 内 面 ヨ コ ミ カ' キ
体部は揃状工具に よ る 整形
体剖汐トI厨は備状工具 ・ 他は ヨ コ ナデ
n*ま官官は ヨ コ ナ デ ・ 体部はヘ ラ ケ ズ リ
外面全体は備状 工 具 に よ る 整形
外 面 は タ タ キ 日
外面 は カ キ 目
ロ ク ロ 整形

胎 土 焼 成 色 調 出 土状態 備 考
外 面 内 面

小 石 含 良 赤褐色 黒 色床 面 土師器
小 砂 含 I! 黄禍色 I! " I! ( 完 形 )
小 石含 ・ 軟 不 良 赤縄色 " " " " 

H 良 暗褐色 1/ " " /f 

1/ . /f 不 良 黄禍色 1/ " H ( 半完形 )
" 良 1/ 1/ /f " ( 完 形 )
11 11 11 " " 11 

11 11 /f 11 /f 11 ( 半完形 )
11 . " 不 良 赤禍色 11 11 /f 1/ 

" 良 1/ 11 11 /f 

1/ 11 暗禍色 11 11 /f /f 

11 /f 茶筒色 1責働色 11 /f 

" " 暗締色 暗褐色 " " 
小 石含 " 赤締色 茶補色 11 /f 

" . " 不 良 1/ 黄禍色 11 /f 

小石含 ・ 軟 不 良 暗禍色 赤禍色 覆 土 土師器 ( 完 形 )
" 良 育灰色 脅灰色 床 商 須恵総
11 " 赤禍色 紫 色 " 土師器
" " 暗偽色 黄偽色 11 " 
" " 策柿色 /f 11 " 
" . " 不 良 11 " " " 
" . " " /f 赤褐色 11 /f 

11 良 " 黄禍色 " " 
" " 県禍色 暗禍色 " H 

" " 黒灰色 黒灰色 /f 須恵器



第 17 図

警号
昔3 法 量 ( cm) 色 調

形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 陣 成
除 菌 内 面

出土状態 備 考
種 器 高 口 径 底 f壬

1 何: 1 3 . 6 ! 口 縁部 は や や 外 反 ・ 椀形 ロ ク ロ 整 形 小石含 良 赤働色 赤偽色 磁 土 土 師 器
2 1/ 13. 5 1/ 1/ " " " 黄禍色 黄褐色 " " 

3 32 /1 4 0 1 3. 5 6. 2 口 縁部 は 直 立 ・ " /1 - 糸 切 り " や や 良 " 黒 色 床 面 " ( 完 形 )
4 34 " 4. 0 1 3. 6 5. 7 口 縁部 は 漸 減 ・ 体部は 直線的 " H " 良 " " 1/ " { 半完 形 )
5 33 " 5. 0 14.  5 6. 4 口 縁部は肥l享 ・ 椀形 " " " " " " " " " 

6 " 3. 4 1 3 .  0 5. 0 体部は直蜘サに外闘 い 口榊自 に 七 る " " " - 軟 不 良 赤褐色 " " " " 

7 " 3. 4 13. 1 6. 0 " " " /f 良 黄働色 " " " " 
8 " 4. 0 13. 2 5. 7 口 縁 部は 月巴Jli!- ' 椀 形 " " " /f " カ 7 ド 内 " " 

9 台付杯 3. 8 13 . 8 5. 2 高 台 欠 損 " " " ・ lホj[lnf本剖S ?'テミ カ当 " . " 不 良 " " 床 面 " " 

10 " 7. 8 体音iS 上 半 欠 損 ・ 高 台 は 低 い /1 臼灰色 ・ 良 良 白濁華由 /1 灰 紬 陶 器
1 1  型2 1 6. 0 類 部 は 「 く 」 の 字 に 開 幽 /1 小石含 /1 赤術色 黄術色 1/ 土 師 法
1 2  " 8. 5 タト面は タテナテ ・ 内面にカ キ 目 が俊る /1 /1 暗褐色 暗禍色 /1 " 

物 ー ・ ・遺土出担t居第 3 号 住

e ・ 0 第1 7 阻一一一寸三三三竺笠
土 遺

7. 7戸石立 内候 ・ 晴部欠損 ・ 椀形
物第 4 号 住 居 士止 出

1 1 3 1  1 f不 1 1 !灰利 陶 器面l床
一純一一

濁一
一白μ一一

良一
一
や一
-b白一一足、一歪j

 

J

 

J

 

一
色一
一白μ一

土 師器 ( 完 )
灰紬陶器 ( 完 )

ロ ク ロ 整 形 ・ 糸切 り ・ 放射状暗 文

底部外面 は 右組 り の ケ ズ リ 復

遺 物

4 5 1 口 縁 部 は 肥 )早 ・ 椀形
5 4 1 体部 は 箆線的
7. 3 1 高 台 は 内傾 ・ 体部上半 欠 損

土出居 祉第 5 号 住

遺 物 ー ・ ・ ・ ・ 0 ・第 1 8図

最番号
器 法 量 ( cm) 色 調

形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 院 成 出 土 状 態 備 考
種 器 両 口 径 底 径 外 面 内 面

1 F不 3. 6 12. 7 4. 6 体 制1 は 直線的 ・ 口 縁 部 は や や 肥厚 ロ ク ロ 整形 ・ 糸 切 り 小石含 良 黄掲色 黄褐色 床 面 土 師器 ( 完 )
2 " 3. 9 13. 5 5. 9 口 縁部 は 肥厚 ・ 椀形 " " " や や 良 1/ " " " 
3 ，，. 1 L 5 口 縁部 は 漸減 し 、 外反 " " - 軟 不 良 赤禍色 " " 1/ 

L土 書E 23. 0 類部は緩 く 屈 曲 し 、 口 縁部 は 袋状 " " 良 黄禍色 赤街色 " " 

土出第 6 号 住 居 担1:

むこh
w 



ピ 第 7 号 住 ・ 居 祉 出 土 遺 物 … ・ … ー 第 1 8図

l 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
1 0 
1 1  
12 

，_ I _ I I口縁部はやや肥厚 ・ 椀形
口縁部は外反

第 8 号 住 居 祉 出 土 遺 物 ー ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ー 第 1 8図

口縁部は外反 ・ 椀形 | ロ ク ロ 整形 | 小石含
体部は直線的 | 内外面 と も ヨ コ ナ デ I " 
口縁部は強く 屈曲 ・最大径は体部中位 | 体部外面・ 口偽有面1櫛lKGl氷よる麹彩 I " 

7. 0 1体部は筒形
底部は丸底

体部外面は タ テ ヘ ラ ケ ズ リ I " 
体部 ・ 底部は櫛状工具に よ る 整形 I " 

第 9 号 住 居 土11: 出 土 遺 物 - … ー ・ ・ ・ ・ 第 19図

響号
器 法 量 (cm)

形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土
種 器高 口 径 底 径

勾1 4. 0 12. 6 5. 0 体制fは直線的 ロ ク ロ 獲形 ・ 糸切 り 小石含 ・ 軟

37 査 10. 4 口縁部は短 く 、 直立 ・ 薬塗形 体部は御状工具に よ る 整形 " 
H 9. 9 " " ・ " ロ ク ロ 整形 " 
号車 12. 8 体部は円筒形 ・ 最大径は 口辰部 " - 内面は紛状工具による " 

36 " 18. 3 " " 体部外面は術状工具に よ る " 
" 1 8. 8 頭部は 「く 」 の字に屈曲 ヨ コ ナ デ整形 " 
" 21 . 9 " " 11 

" 24. 5 " 口辰部は直立 " " 
H 22. 6 口縁部は強 く 外反 " " 
" 26. 7 " 録大径は体部中位 体部外面は タ テ ヘ ラ ケ ズ リ " 
" 23. 2 " 録大径は口辰部 ヨ コ ナデ整形 " 
" 32. 5 " " " - 体部内面は締状工具による " 

焼 成
色 調 1

外 商 内 函

不 良 赤禍色 黒 色
良 黄褐色 黄禍色
" " " 
" 暗褐色 " 
" 赤締色 赤術色
" " " 
" 茶栂色 茶栂色
" " 
" 時褐色 黄禍色
" " 赤褐色
" " " 
" " " 

出土状態

床 面
" 
" 
" 

カ マ ド
床 面

" 
" 
" 
" 
" 
" 

土師器
灰紬陶器

土師器
" 
H 

H 

" 

備

土師器 ( .完形 )
" 
" 
" 
" 
" 
" 

" 
" 
" 
" 
" 



w 
E刀

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10  

1 1  
12 
13 
14 
15  
16 
17 
18 

第 1 1 号 住 居 祉 出 土 遺 物 ー ・ ・ ー 第20図
器 法 量 ( crn) 

形 態 上 の 特 徴
種 器両 口 径 底 径

士不 3. 3 1 1 . 4  4 . 8 口 縁部 は 外反 し 肥厚
" 3. 5 12. 4 5. 3 口 縁 部 は 外 反 ・ 椀形

40 " 5. 6 16. 5 6. 1 椀形
" 3. 3 13. 1 4.. 6 口 縁部 は や や 肥厚 ・ 椀形

38 " 5. 5 16. 0 5. 9 椀 形
39 " 4. 4 13. 2 4 . 4 口 縁部 は 外反 し 肥厚

台付珂: 7. 6 体部欠損
" 3. 5 13 7. 4 口 縁部 は 肥 厚 ・ .Jlll形

( 護 ) 10. 3 台 付雪量 の 台部か、 裾部 は 外反
" 6. 0 胴部上半欠損

手 法 上 の 特 徴

ロ ク ロ 盤形 ・ 糸 切 り
" " 

" " - 放射状時文
" " 

" " 

口 唇部被ナ デ. " " 
糸切の ち高台貼付、 ロ ク ロ ナデ( 左廻 η )
ロ ク ロ j獲形、 施軍由 は 体部 下 位 ま で

" - 糸切 り 後台付貼付吻以あり
" - 糸切 り

第 1 2 号 住 居 祉 出 土 遺 物 ( No. 1 ) ・ ・ 一 - 第20図
4 1  士不 4. 1 1 4. 0 8. 1 体部は 直線的 ロ ク ロ 整形 ・ へ ラ オ コ シ
42 皿 1 . 9 1 1 . 6 5. 3 口 縁 部 は 外 反 " - 糸 切 り
43 " 2. 1 1 1 . 0 5. 6 " " " 

士不 2. 9 1 1 .  9 5. 1 口 縁 部 は 肥厚 ・ 皿形 " " 

47 " 3. 9 12. 5 5. 6 " - 椀形 " " 

45 " 4. 8 15. 4 6. 2 口 縁部 は 漸減 し 外反 " " 

44 " 3. 6 13. 0 4. 9 椀形 " " 

49 " 3. 3 12. 0 4 . 8 口 縁部 は 外 反 ・ 椀形 " " 

色 調
胎 土 院 成外 面 内 面

出 土状 態 備 考

小石含 ・ 軟 不 良 "Þ')J、円宅以 、コ明、同ムム 床 面 土 師 器
小石含 良 黒褐色 黒褐色 覆 土 H 

小石含 ・ 良 良 黒褐色 黒 色 " " ( 半完形 )
" や や 良 同監 黒 色 床 面 H 

" " 賞褐色 黄禍色 覆 土 " " 

小砂含 ・ 良 良 黄禍色 黒 色 床 面 " 

小石含 良 黄禍色 黄福色 覆 土 " 

乳 白 色 良 自 透利 " 灰 紬 陶 器
小 石 含 や や 良 黄禍色 黄褐色 覆 土 土 師 器

" や や 良 茶褐色 " 床 面 " 

小 石 含 良 白 禍色 白灰色 床 面 須恵器 ( 半完形 )
" " 黄偽色 黄褐色 " 土 師 器 ( 完 形 )
" " 赤褐色 赤禍色 " " " 

" " " " " " ( 半完 形 )
" " " " " " 

" " 黄偽色 黄禍色 " " ( 完 形 )
" " " " " " " 

" " " " 覆 土 " 



w 
σ3 

2 
3 

4 
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第 1 2 号 住 居 祉 出 土 遺 物 ( No. 2 ) 

事号
器 法 盆 ( c叫

形 態 上 の 特 徴
種 器高 口 径 底 径

杯 12. 5 椀形
11 1 1 . 7 口 縁苦!I は外反気味
11 3. 6 1 2. 4 4. 5 口 縁部は肥厚 ・ 体部は 直線的

48 11 3. 6 13. 0 4. 9 口 縁部 は 外反
46 11 3. 7 1 2. 3 3. 7 椀形

H 3. 6 12. 8 5. 8 口 縁部 は 肥厚 ・ 椀形
" 3. 8 12. 1 4. 8 口 縁部 は 外反
" 3. 8 12. 6 5. 3 椀形
11 3. 6 12. :占 5. 5 H 

11 3. 7 1 2. 3  4. 2 口 縁部 は 外反
11 4. 4 14. 1 6. 9 口 縁部 は 直 立 ・ 椀形
11 4. 7 1 3. 6 6. 1 椀形
11 5. 5 1 6. 6 7. 0 11 
11 3. 8 12. 3 4. 4 口 縁 部 は 漸減 ・ 椀形
" 3. 0 1 4. 1 6. 0 " し 外反 ・ 11 

52 台付皿 2.  6 12. 9 5. 4 口 縁部 は 外 反 ・ 体 部 は 直線的
54 11 16. 8 輸花 ・ 底部欠損
5 1  台付士不 4. 4 15. 0 5. 8 口 縁部は外反 ・ 皿形

11 3. 1 1 1 .  6 6. 6 椀形
50 11 5. 2 1 6. 7 8. 1 11 
53 11 4. 8 1 6. 1 7. 6 口 縁部 は 漸減 し 外 反 ・ 椀形

11 1 5. 9 11 気 味 11

第 2 1 図

色 調
手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成

外 面 内 面
出 土状態 備

ロ ク ロ 整形 小砂含 良 赤褐色 暗禍色床 面 土問i器
11 小石含 11 11 11 11 11 
" - 糸切 り ・ ヨ コ ミ ガ キ 11 や や 良 暗禍色 黒 色 11 11 
11 11 11 小砂含 良 11 11 " 11 ( 完 形 )
11 11 11 " 11 赤働色 11 H " ( 半完形 )
11 11 - 放射状時文 H 11 11 11 11 11 11 
11 11 11 小石含 や や 良 " 11 11 11 
" 11 11 11 . 4政 不 良 茶禍色 11 11 11 11 
11 11 11 11 良 赤禍色 11 11 11 
11 11 - ヨ コ ミ ガ キ 11 11 11 11 11 11 
11 11 11 11 • 11 不 良 黄禍色 " 11 11 
11 11 11 小砂含 良 赤禍色 11 11 11 
11 11 11 11 11 11 11 11 11 
11 11 - ヨ コ の締文 小石含 11 黄禍色 11 11 11 
H 11 - ヨ コ ナ デ 11 11 11 11 11 
" 手L 白 色 ・ 良 11 白 濁華由 11 灰 利 陶 器
11 11 • 11 11 11 11 11 
11 自 灰色 . 11 11 白 濁手由 " 11 " 
11 白 色 . 11 H H 11 " 
11 手L 白 色 . " 11 白 濁剰l 11 11 
11 臼 灰色 . 11 11 11 11 11 
11 乳 白 色 . 11 11 1/ 11 11 
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第 1 2 号 住 居 土止 出 土 遺 物 ( No. 3 ) 一 一 ー . ‘ ー 第22図
器 法 盆 ( cm)

形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴
種 器局 口 径 底 径

台付士不 13. 2 ロ ク ロ 整形 ・ 灰 利 か か ら ず
11 7. 7 11 

鉢 2 1 .  5 片 口 ・ 椀形 " - 内 面 ヨ コ ミ ガ キ
59 吉里 7. 0 最大径は体部中{立 ・ 下脹 れ 体部外面 ヨ コ の 櫛状工共 に よ る 整形
55 11 1 1 . 3 11 ロ デ ロ 整形
56 11 1 1 . 4 " 11 
57 " 8. 5 袋状 口 縁 ・ 最大径は体部中位 11 

H 15. 8 " " " 
" 24. 1 口 縁部肥厚 ・ " " 
" 23 . 2 " " " 

58 " 2 1 .  4 " - 額制lの 屈 曲 は緩や か " 
60 室 長類 ・ 殻ー 大径は体制l上位 " 
6 1  紡 錘車 1 . 8 4. I 5. I ナ デ 整形

第 1 3 号 住 居 祉 出 土 遺 物 . . . . . . . . … . . . . . 第23図

害号
器 法 :Iil; ( cm) 

底 径
形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴

種 器高 口 径

色 付t不 7. 3 体部欠損、 両 台 は強 く 聞 く 高 台音11横ナ デ ・ 糸切 り 後 前 台 目占付
雪量 4. 6 胴部以上欠損 ロ ク ロ 獲形 ・ 糸 切 り

台付号車 1 1 .  4 月間部以上欠損、 裾端部は鋭 く 外反 " 
町、 1 3. 8 口 縁苦ß は 直 立 に 近 い ・ 椀形 " 

第 1 4 号 住 居 社 出 土 遺 物 ー . . . . . . . . . ー 第23図

台付Jlll 2. 2 向 台 欠t員 ・ 口 縁部 は肥厚 し 外反 内 外 面て いね い な ミ ガ キ
杯、 1 4. 2 器肉薄 く 、 体部中{立 に 稜線 ・ 椀形 ロ ク ロ 盤形
" 3. 6 1 2. 9 5. 5 口 縁部 は 外反 ・ 11 " - 糸切 り
" 3. 2 13. 2 5. 5 日制�Iは肥厚 し 外反 ・ " 11 " .1放射状暗 文

台付珂: 4. 5 1 4 .  1 6. 7 高 台 欠損 ・ " " " 
" 4. 0 14 . 0 5. 0 体苦11 は 直 線的 ・ 口 縁部はや や 外反 " " - 左廻 り ナ デ

64 霊童 �5) 20. 5 5. 5 輔1附く」の字 口樹主制約・僻仲卸詑対 上半ヨ コナデ ・ 外碩下半はへラ ケ ズ リ
" 22. 4 " " " 上半ロ ク ロ輯杉・ 下半〈ラケス リ ・内面 カキ目

色 調
胎 土 焼 成

外 商 内 面

小砂含 ・ 軟 良 白
淡
斑
茶

灰

筒

色
色緑手由臼 灰色 . 11 11 

小 砂含 . 11 " 黒 色
小石含 " 暗褐色 黄樋色
小砂含 . " 11 " 黒待J色
小石含 . " 不 良 赤褐色 黄禍色
小 砂含 . 11 11 11 暗備色
小石含 やや良 11 黄褐色

" 良 黒禍色 赤褐色
" " 赤褐色 " 
" や や 良 " 暗禍色

白 灰色 ・ 良 良 透
白

赤偽
緑
華由

小 砂含 " 色

胎 土 焼 成1 色 調

外 面 内 面

小石.含 良 黄褐色 黄禍色
" や や 良 赤網色 灰偶色
" 良 黄働色 黒褐色
" - 軟 不 良 赤褐色 " 

小 砂含 ・ 良 良 黒 色 黒 色
11 - 軟 や や 良 黄禍色 黄禍色

小石含 良 " " 
" " " 黒 色
" や や 良 茶禍色 茶褐色
11 良 日音褐色 灰禍色
" " 黄禍色 暗補色
" " ボ禍色 黄禍色

出 土 状態

床 面
" 
" 
11 
11 

毅 土
床 面

11 
" 
11 
" 

援土 ・ 床 面
" 

出 土状態

磁 土
" 
" 
" 

床 面
" 
" 
" 
H 

" 
カ 7 ド 内

" 

備

灰紬陶器
" 

土師器
" 
" 
11 
11 
" 
" 
11 
" 

灰利l陶器
土製器

備

土師器
" 
" 
" 

" 
" ( 半完 )
1/ " 
" " 

須恵器 " 

土師器
" 

考

考



信 第 1 5 号 住 居 祉 出 土 遺 物 . . . … … ・ 第24図

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 

I 
2 
3 
4 
5 

器 法 量 ( cm)
形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴

種 器局 口 径 底 径

士不 2.7 9. 5 4. 1 体 は 直線的色 ロ ク ロ 整形 ・ 糸切 り
65 " 3. 7  1 3. 0 5. 8 口 縁部外反 ・ 椀形 " " 

" 3. 9 12. 6 4. 5 口縁部は肥厚 し 直立 ・ 椀形 " H 

11 3 .8  1 2. 6 4. 5 11 外反 11 " 11 
" 1 1 . 2 5. 1 " 産主立 ・ H 11 11 

66 台付士不 5.8 1 2. 9  6. 2 椀形 11 " 
11 15 . 8 口縁部は肥厚 ・ 椀 形 " 11 - 内面 ミ ガ キ
" 5. 5 1 3. 2 6. 3 " し 外反 ・ 椀形 " " - 放射状H音文

67 " 7. 0 椀形 " " 
68 石 俸区1 .0 6. 0 7. 2 被打法

第 1 6 号 住 居 祉 出 土 遺 物
口縁部は瞬状 に 屈 曲

4 2 1 体部 中 位 で 屈 曲
椀形

ロ ク ロ 獲形 ・ 天井部へ ラ ケ ズ リ

" 
口 縁 部 は 内傾 | 口 縁部 は 指圧整形の ち ヨ コ ナ デ
頭部の屈曲は緩い ・ 最大径は体部中 位 | ロ ク ロ 獲形 ・ 体苦flは タ タ キ 整形

第 1 7 号 住 居 祉 出 土 遺 物 . . . . . . ー ・ ・ 第25図
士不 2. 7 6. 3 3. 8 体部は 直線的 ロ ク ロ 整形 ・ 糸 切 り
" 2. 0 10. 6 4. 8 口 縁部は漸減 し 外反 ・ 血形 " " 
11 1 2. 6 " - 体部は 直線的 '1 
11 12. 6 " - 椀形 " 

7 1  鍔 釜 1 8. 9  22. 6 8. 0  口縁部は内奮気味・面取り ・底部プl底 口�ま剖脂圧整形 ・ 体部ケ ズ リ 筏ナヂ
6 I 72 " 25. 0 口 縁 部 は 直 立 ・ 鍔は 下 方 に 垂れ る 11 " 
7 7"J " 24. 8 " " 面 取 り " - ヨ コ ナ デ

色 調
胎 土 焼 成開 面 内 面

小 砂含 ・ 軟 不 良 黄偽色 黄褐色
小石含 良 暗禍色 11 

11 - 軟 不 良 黄禍色 階借色
11 . " 11 11 赤得色
" . " 11 11 黒 色

小 砂含 良 11 灰黒色
H - 良 " 赤褐色 暗褐色

小石含 ・ 軟 不 良 黄得色 黒 色
" . " 11 時禍色 黄禍色

安 山 岩 灰 色

小 石含 や や 良 赤禍色 赤褐色
" 良 黄偶色 黄樋色
" " " 黒 色
" - 軟 不 良 赤締色 11 
" や や 良 暗褐色 言吉備色
" 良 策褐色 赤綱色
" " 赤樋坐.It吉備fl.，

出土状態

覆 土
床 面

" 
11 
" 
11 
11 
" 
11 

カ マ ド

床 面
" 
" 
" 
" 
" 
11 

備 考

土師器 ( 半完 形 )
" 
11 
" 
11 
11 
" 
" 
" 

石 製 品

須恵器
土 師 器

H 

11 
" 

土 師 器
" 
" 
11 
" 
11 
" 

11 
" 

11 

( 完形 )
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第 1 8 号 住 居 士止 出 土 遺 物 ( No. 1 ) ・ ー ー 第26図
若量 法 盆 ( cm)

形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴
種 器高 口 径 底 径

珂: 3. 3 9. 3 4. 1 口 縁部 は肥厚 ・ 体部は直線的 ロ ク ロ 整形 ・ 糸 切 り
11 1 1 . 6 口 縁部 は漸減 ・ '1 11 

8 1  11 3. 6 1 2. 1 4. 5 口 縁部 は肥厚 ・ 11 11 11 

75 I! 3. 3 1 1 . 1 4. 3 11 11 " 
" 3. 3 1 1 .  1 4. 4 I! - 体部中位 で 屈 曲 I! " 

80 I! 3. 4 1 1 . 3 4. 6 口 縁告11は 外反 11 11 

76 'ー 3. 6 1 1 .  :3 5. 2 11 - 椀形 I! I! 

74 11 3. 4 1 1 . 5 5. 5 I! I! I! I! 

I! 2. 8 1 2. 2  5. 6 口 縁部は漸減 し 外反 I! I! 

1/ 3. 0 1 1 . 2 4. 7 I! 11 11 

79 11 3. 4 1 2. 1 4. 1 口 縁 部肥厚 し外反 ・ 椀形 11 I! 

11 3. 7 1 2. 2 4. 9 口 縁 官官は外反 ・ I! I! I! 

78 11 3. 7 1 1 . 9 4. 3 椀形 11 " 
I! 3. 6 1 1 . 6 4. 7 口 縁部は外反 ・ I! I! 11 

I! 3. 3 1 1 . 6 4. 7 " I! H 

11 3. 9 1 2. 9 4. 0 口 縁部は漸減 し 外反 11 1/ 

" 3. 6 1 1 . 2 4. 8 口 縁部は外反 11 " 
I! 1 2. 4 I! - 椀形 I! I! - ヨ コ ミ カe キ
I! 5. 0 1 4 .  5 4. 5 口 縁部は肥厚 し 外反 I! I! H 

1/ 1 3. 9 椀形 11 " - 放射状暗文
台付1不 5. 5 1 1 . 3 5. 3 口 縁部は肥厚 し 外反 ・ 椀形 I! I! I! 

I! 1 1 . 9 口 縁 部 は 直立 ・ I! 11 " I! 

H 1 4 . 6 口 縁部 は 外反 ・ 1/ 11 I! 11 

I! 5. 7 1 3. 3 5. 4 体部は 直線的 " I! ヨ コ ミ カ' キ

色 調
給 土 焼 成

外 面 内 面
出 土状態 備 考

小石含 良 黄術色 灰禍色除 面 土 師 器
11 11 赤褐色 黄褐色 H 

" " 貧働色 " 11 ( 半完形 )
11 " 11 11 I! H ( 完 形 )
11 I! 11 11 11 11 

" I! I! I! |積 土 I! ( 半完形 )
I! - 軟 不 良 赤褐色 1/ H I! ( 完 形 )
11 良 貧偽色 " 隊 商 I! I! 

I! • 11 不 良 赤禍色 赤禍色 H I! 

I! . I! 1/ 策偽色 黄禍色 I! 

11 • 11 I! 赤禍色 I! I! ( 半完形 )
11 良 黄禍色 11 11 H 

I! I! 赤判馳 I! I! " I! 

I! 11 11 11 " H 

11 I! 黄禍色 11 " H 

I! I! 赤褐色 I! 殺 土 I! 

I! " I! 黒偽色 床 面 1/ 

I! I! 11 黒 色 I! I! 

I! I! " 11 " " 
I! 11 黄偽色 1/ 1/ 11 

1/ . I! 不 良 H 11 1/ I! 

I! • 11 " 灰褐色 I! I! 1/ 

I! 良 黄禍色 11 1/ I! 

1/ 11 1/ 1/ I! H 



ム{) 第 1 8 号 住 居 祉 出 土 遺 物 ( No. 2 ) ・ ー ・ ー 第 27図信号 器 法 盆 ( cm) 色 調
形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成 ・ 出土状態 備 考

種 器 『筒 口 径 底 径 外 面 内 筒

1 1 I !不 13. 9 口 縁部は外反 ・ 椀形 ロ ク ロ 媛形 ・ 糸 切 り ・ 放射状暗文 小石含 ・ 軟 不 良 黄働色 黒 色 床 面 土 師 器
2 1 1 1/ 1 1 14 .  5 椀形 " " " 1/ - " 1 " 1 "  " 覆 土 H 

:3 1 83 台 付杯 6. 7 1 15. 2 1 7. 7 1 1/ 1 1/ 1/ 1/ 11 良 " " " 1 "  
4 1 84 1 1/ 1 1 1 7. 0 1 1/ 1/ 1/ 1 1/ . 1/ 不 良 晴締色 町 床 面 1/ 
5 1 1 f不 10. 4 体音11 中 位 で 屈 曲 し 、 外反 ヨ コ ミ ガ キ 小石含 ・ 良 良 黒 色 " 1/ 1 11 
6 護 2 1 .  2 雰i部は緩 く 屈 曲 ・ 面取 り ヨ コ ナ デ 小石含 1/ 黄禍色 黄禍色 11 1 "  
7 1 85 1 1/ 1 10 .8 1 9. :3 1 5. 4 1 1/ ・ 最大 径は体部中 位 ロ ク ロ 整形 ・ 糸 切 り H ・ 軟 不 良 赤褐色 " " 1 11 
8 1 1 1/ 1 1 12. 4 1 1 1/ 1/ 1 11 1 " • 11 1 11 1/ 1 1/ 1 1/ 1 1/ 

第 1 9 号 住 居 祉 出 土 遺 物 ー . . . 第27 1;gj
9 l 好く 4. 1 1 4. 6 8. 5 口側1は僅かに外反・ 体部は直線的 ロ ク ロ 整形 ・ 底部はへ フ ケ ズ リ 小石含 良 育灰色 脅灰色 綴 土 須恵器
10 1 1 6 高 台t不 6. 3 15. t! 6. 8 口 綾部は肥!亨 し 、 外反 ・ 椀形 H - 底部は 糸 切の ち ナ デ 1/ - 良 1/ 灰禍色 灰術色 床 面 1/ ( 半完形 )
1 1  87 皿 1 . 7 9. 6 3. :3 体部は内海 H - 糸 切 り 1/ 1/ 黄禍色 黄偽色 " 土師器 ( 完 形 )
1 2  86 士.f 2. 4 9. 2 4. 4 口 縁部 は 肥厚 ・ 皿l形 1/ 1/ 小砂含 1/ 1/ 1/ 1/ 1/ 
13 1 15 台 付士不 3. 3 9. 8 4. 6 H - 椀形 1/ 1/ 内面ミカヰ綴ナデ 小石含 ・ 軟 不 良 1/ 1/ H 1/ 1/ 
14  88 1/ 6. 2 12. 2 6. 3 1/ 1/ 11 1/ ・ 1/ 小砂含 . 1/ " 赤禍色 黛 色 1/ H 

15 皿 1 3. 6  口 縁部や や 外反 1/ 白 色 良 白 透紬 覆 土 灰紬陶器
16 段 血 1 3. 4 口 縁 部 は 漸減 し ・ 外開 1/ 乳 白 色 1/ 1/ 11 1/ 
1 7 護 1 9. 6 空白羽lは「く」牢嚇こ屈曲・最将密主体部中{立 ヨ コ ナ デ 小石含 1/ 赤褐色 賀補色 床 面 土師器
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議番号

1 
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5 
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第 20 号 住 居 士止 出 土 造 物 ( No. 2 ) 

警図号
若量 法 量 ( cm)

形 態 上 の 特 徴
種

ー持『筒 口 径 底 径

91  Jßl 1 . 3 9. 8 3. 8 片口 ・ 口縁苦I1は大 き く 外反
94 " 1 . 8 10. 2 4. 2 口 縁部は素直に立ち上る
90 11 1 . 8 9. 0 3. 0 11 
92 I! 2. 1 10. :J 3. 1 11 
93 " 2. 0 10. 0 2. 9 I! 

I! 2. :3 9. 8 4. 0 11 
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